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95000について
Electro-Harmonix 95000 Looper をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。このマニュアルを読んで、このユニークな機器
のレイアウトと操作の理解にお役立てください。また、クイックリファレンス・ガイドとしてもご利用いただけます。

このマニュアルは以下のように基本的な機能をいくつかのセクションに分けて説明します。
● 同梱品 /主な機能 /スペック
● クイックスタート ガイド
● 基本用語とキーコンセプト
● 95000 のコントロール概要
● 95000 のより複雑なコントロール
● MIDI 機能とアサインリスト

同梱品 
●  95000 Performance Loop Laboratory 本体
●  英文ユーザーマニュアル
●  日本語ユーザーマニュアル
●  16GB microSDHCメモリーカード
●  9.6VDC 0.5A アダプター

主な機能 
●  16GB Micro SD カードを使用した場合、合計で 375
分のレコーディングが可能

●  16GB Micro SD カードで最大 100のマルチトラック
が保存可能

●  6 つのトラックと 1つのステレオ・ミックスダウント
ラックを搭載

●  同時に1Stereoもしくは2Monoトラックのレコーディ
ングが可能

●  ステレオ・ドライアウトレベルコントロールを搭載
●  最後のレコーディングに対してアンドゥ /リドゥ、オー
バーダビングが可能

●  フィードバックを調整可能なオーバダビング機能
●  REVERSE ボタンで簡単にループの再生方向を切り替え
られます

●  OCTAVEボタンで簡単にプレイバックスピードを半分
にできます

●  クオンタイズ機能はCLIX のメトロノーム機能と外部デ
バイスによるループの同期を行い、プレイバックするこ
とが可能

● ファンタム電源の供給と入力ゲインの調整が可能な
XLRと 1/4” フォンプラグに対応したコンボジャック
● ヘッドフォンアウト搭載
● データ選択用ロータリーノブ 
● 4 ケタの LEDディスプレイ
● タップテンポ入力対応
● オクターブ /リバース /クオンタイズ機能搭載
● 取り外し可能なMicro SDHC メモリーカード (16GB)
● PCとのファイル伝送を容易にするUSBポート 
● MIDI クロックとの同期、及びMIDI コントロール対応
● ループのオーディオボリュームをコントロール可能に  
するエクスプレッション・ペダル インプットジャック 
● 20 種類のドラムループ
● 便利なフットスイッチ機能
● ステージにふさわしい頑丈なオールメタルのシャーシ

仕様 
●  Current Draw: 400mA at 9V. Maximum allowable 
power supply voltage: 10.5 VDC 

●  Digital Audio Specifications: 16-bit/44.1 kHz 
●  microSDHC Memory Card Size: 4GB-32GB 
●  Maximum Loop Recording Time on Included 16GB 
microSDHC Memory Card: up to 375 minutes 

●  Headphones Output Power: 0.1W into 16 ohms 
●  9.6VDC 0.5A power supply 

● Input Impedances: 
 L and R 1/4" Inputs: 2MΩ 
 L and R XLR Inputs: 2.5kΩ 
 AUX Input: 9.5kΩ 
● Output Impedances: 
 L and R 1/4" Outputs: 400Ω 
 Monitor 1/4" Output: 400Ω 
 Headphones Output: 2Ω
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マルチトラックループのレコーディングと操作
接続と入力レベルの設定 
1. 楽器、もしくはマイクを INPUTジャックの L/Rどちらか一
方に接続し、楽器の出力レベルが最大の状態で入力した際に
CLIP LEDがかろうじて点灯する程度のインプットレベルに
なるよう INPUTノブを使用して調整してください。

2. MONITOR OUTジャックとアンプ、もしくはミキサーの
インプットに接続します。HEADPHONE LVL ノブは約
50％程度の位置まで上げます。

3. 付属のACアダプターをコンセントに接続し、アダプター
のアウトプットプラグを 95000のリアパネルにある
Power ジャックに接続します。

レコーディング前の準備
1. DRY OUTPUTの L/R フェーダーを上げると楽器の入力音
が出力されます。

2. TRACK 1 のフェーダーを上げると Track 1 にレコーディ
ングしたサウンドが出力されます。

3. QUANTIZE LEDが OFF になっていることを確認してくだ
さい。

4. メトロノームが不要の場合はCLIK LVL ノブをゼロまで下
げてください。 メトロノームが必要な場合はボリュームを
調整してください。

5. TEMPO(TAP) フェーダーを 50％に設定します。
メトロノームを使用する場合は好みのテンポにしてくださ
い。TAPボタンを使用することでテンポの入力も可能です。

6. LOOP UP(△)、もしくはDOWN(▽) スイッチを押して空
のループを切り替えます。
ディスプレイの左 2ケタはループナンバーです。もしルー
プナンバーの隣にドットが表示されている場合、そのルー
プには音源がレコーディングされています。ドットの表示
がない場合は空のループであることを意味します。

マルチトラックループのレコーディング
1. RECORDフットスイッチを押すとレコーディングがス
タートします。95000は Track 1 からレコーディング
を始めます。赤い４桁の LED ディスプレイは小節と拍
でループの進行を表示します。

2. RECORD、もしくは PLAYスイッチのどちらか一方を
押すとレコーディングが終了し、ループの長さを設定で
きます。RECORDスイッチを押してレコーディングを
ストップすると、すぐにレコーディングしたトラックの
プレイバックが始まります。PLAYスイッチを押して
95000をループの初めに戻すとOVERDUBモードとな
り、自動的に Track 2 にレコーディングを始めます。
OVERDUBモードを終了するにはRECORDスイッチを
押します。

3. もう１つのトラックにレコーディングするには TRACK
フットスイッチを押して、６つのトラックを順に切り替
えるか、Track フェーダーの上にあるイルミネート・ボ
タンを直接押してください。ボタンが点灯しているト
ラックはレコーディングが可能であることを示していま
す。

トラックのオーバーダビング
1. 続けてどのトラックでもオーバーダビングが可能です。
2. 新しいループは TRACK1にレコーディングされます。
前述のマルチトラックループのレコーディングの項をご
覧ください。

3. TRACK1の LEDが点灯するまで TRACKフットスイッ
チを押すか、TRACK1ボタンを直接押してください。

4. RECORDスイッチを押します。RECORDと PLAY 
LEDの両方が点灯としている場合はオーバーダビング・
モードです。TRACK1 LEDが点灯している場合は、
TRACK1にオーバーダビングをしていることを示して
います。

5. TRACK1のフェーダーを操作してボリュームを調節し
ます。

6. これらのステップを繰り返してあらゆるトラックナン
バーにオーバーダビングできます。TRACKフットスイッ
チを押してオーバーダビングを行いたいトラックを選択
できます。 
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アンドゥ /リドゥ
1. アンドゥを行いたいトラックを選択します。
2. UNDOスイッチを押します。最後にレコーディングした
オーディオをトラックから削除し、レコーディング前の状
態でトラックを再生し始めます。UNDO LEDが点灯しま
す。

3. トラックに 1つだけしかオーディオがレコーディングされ
ていない場合、トラックのプレイバックは無音です。

4. UNDOフットスイッチをもう一度押すとリドゥとなり、ア
ンドゥの効果を取り消します。プレイバックは最後のオー
ディオを再生します。

トラックの消去
1. 消去したいトラックを選択します。
2. TRACKフットスイッチを長押しします。
3. TRACK LEDとトラックボタンの両方が点滅するまで
押し続けます。その後、TRACK LEDの点滅が止まる
まで長押しします。

4. フットスイッチを離すとトラックの内容は消去されま
す。UNDOフットスイッチを押す事でトラックの削除
をアンドゥすることができます。 

ループの消去
1. TRACKと UNDOフットスイッチの両方を同時に長押しし
ます。

2. 約 1秒後、全てのトラックボタンが点滅します。LEDの点
滅が止まるまで、もう一度 TRACKと UNDOフットスイッ
チを長押ししてフットスイッチを離します。これでループ
の削除は完了です。 

　CAUTION: ループの削除はアンドゥできません。一度削除
したループは復元できませんので注意してください。

2トラック同時レコーディング (Stereo): 
1. ステレオでレコーディングしたい場合はペアにするトラッ
クのボタンを長押しします。ステレオモードはペアになっ
ているトラックの 2つ目のボタンを押す事ですぐに使用可
能です。

2. L/R のインプットジャックに接続後、 CLIP LEDが僅かに
点灯する程度の入力レベルになるように INPUT LEVEL ノ
ブで調節します。

3. RECORDスイッチを押すとすぐにレコーディングが始ま
ります。 

4. レコーディングを停止するには、RECORDもしくは
PLAYフットスイッチを押してください。

クオンタイズ・ループレコーディング
1. QUANTIZE ボタンを押すとクオンタイズモードが使用できま
す。モード中はボタンが点灯します。

2. CLIX LEVEL ノブを上げるとMONITOR、もしくは
HEADPHONEアウトのどちらか一方からメトロノームのク
リック音が聞こえます。

　NOTE: CLIX のメトロノームは L/R OUTPUTジャックからは
出力されません。

3. メトロノームのテンポは TEMPOスライダー、もしくは TAP
ボタンをタップする事で調整できます。テンポを変更する場合
はディスプレイにBPMが表示されます。

4. RECORDフットスイッチを押します。95000はすぐにはレ
コーディングを開始せず、4拍 (1 小節 ) のカウントインが終
了すると、次の小節の1拍目からレコーディングを開始します。

　NOTE: カウント・インの小節の長さの調整は行えません。

5. カウント・インの間は小節のナンバーの前にはマイナスサイン
が表示され、小節のカウントダウンとクリック音によるカウン
トアップが行われます。同時に Track1 ボタンが素早く点滅し
ます。

6. カウントインが終わるとレコーディングが始まり、Track1 ボ
タンの表示は点滅から点灯に変わると同時にディスプレイのマ
イナスサインの表示は消えます。

7. レコーディングを停止する場合はRECORDもしくは PLAY
フットスイッチのどちらかを押します。現在の小節の最初の 2
カウント以内でRECORDもしくは PLAYを押すと、ループ
の長さを前の小節の最後で切り捨てます。現在の小節の 3拍
目以降のカウントでRECORDもしくは PLAYスイッチを押
すとレコーディングはストップします。例えば、2小節のレコー
ディングを行うのであれば、3小節目の最初の 2カウント内、
もしくは 2小節目の 3カウント以降で PLAYボタン押します。
ループがレコーディングを終了するまでQUANTIZE ボタンが
素早く点滅します。
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MIXING 
ミックスダウンの準備
1. 6 つのトラックをいつでも 1つのミックスダウン・トラッ
クにミックスすることができます。95000が待機の状態
から始めましょう。95000のプレイバックやオーバーダ
ビングが始まった場合は PLAYフットスイッチを押して停
止してください。

2. MIXDOWNボタンを一度押すとボタンが点灯し、オーバー
ダビングでミックスダウン・トラック使用できることを示
します。

3. PLAYフットスイッチを押します。ループがプレイバック
を始めます。ボリュームとパンを操作し、好みのバランス
になるように設定します。

　NOTE: ミックスダウン・トラックをレコーディング中、ボ
リュームとパンを任意で調整できます。

トラックのミックスダウン
1. ミックスダウントラックにレコーディングする準備ができ
たら、RECORDフットスイッチを押します。 ミックスダウ
ン・トラックのレコーディングがすぐに始まります。

2. ミックスダウン・トラックは 95000のミキサーからのオー
ディオ・アウトプットをレコーディングし、ボリューム
フェーダーやパンの動きを聴きながらレコーディングする
ことも可能です。 

3. ミックスダウン・トラックのレコーディングを停止するに
は、PLAYか RECORDフットスイッチを押してください。

4. ミックスダウン・スライダーを上へ動かし、全てのトラック・
スライダーを下に動かします。新しくレコーディングした
ミックスを聴くには PLAYを押してください。 

　NOTE: ミックスダウンが完了した後は、6つのモノラルト
ラックの元のオーディオは残ります。つまり、ミックスダ
ウンの操作で 6つのトラックは消去されません。ドライ・
インプットシグナルはミックスダウン・トラックにはレコー
ディングされません。6つのトラックにレコーディングさ
れたオーディオだけがミックスダウン・トラックにレコー
ディングされます。

RESTORE FACTORY SETTINGS 
95000 をファクトリーセッティングにリストアする方法：
REVERSE ボタンを 5秒以上長押しすると、TRACKボタ
ンが点滅します。ディスプレイの下にある 3つの小さな
LEDがすべて消灯するまで押し続けます。

　95000のファクトリーセッティングへのリストアは、
micro SDHCカード内のオーディオループには影響しません。
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 基本的な用語とキー・コンセプト

ERASE：これはループ、トラック、もしくはステレオモードの場合はペアのステレオトラックを削除します。
● ループを削除した場合、アンドゥは行えません。一度削除したループの復旧は行えません。
● ループ全体を消去するには次のいずれかの操作を行います。
　　TRACKと UNDOスイッチを 2秒長押ししてください。トラック LEDの点滅が止まったらループは削除されています。
　　ループが停止している、もしくはプレイバックしている間にNEW LOOPボタンを押します。その後RECORDボタンを押す
  とレコーディングが始まります。一度RECORDフットスイッチを押すと現在のループにあるオーディオは削除されます。

　　新しいループをレコーディング中、 NEW LOOPボタンを押すとレコーディングを中止し、すぐにトラックを削除します。
● 95000 はトラック削除のアンドゥ /リドゥが行えます。

IDLE( 待機状態 ): 停止に相当します。この状態では、95000はプレイバック、レコーディング、オーバーダビングを行いません。

LOOP：ループは 6つのモノトラックと 1つのステレオのミックスダウン・トラックで構成されています。トラックは全て同じ長
さです。
● マルチトラック・テープの観点から考えてみましょう。95000の 6トラックとミックスダウン・トラックは常に並列で同じ再
生方向と再生スピードでプレイバック、オーバーダビング及びレコーディングを行います。このルールの例外の 1つは、マニュ
アルの後半で説明するコンスタントテンポ・ミックスダウンモードを使用する場合です。

● ループのレコーディングとプレイバックは挿入されているmicroSDHCカードから直接行われます。
● １枚の SDカードに最大 100ループ保存できます。
● 新しいループを作成すると、6つのモノラルトラックとミックスダウントラックのすべてのオーディオが無音としてmicro 
SDHCカードに確立されます。実際にトラックをレコーディングしていなくても、作成したループの分をカードの容量から占有
します。

● Recording Time: 合計のレコーディング時間は使用するmicroSDHCメモリーカードに依存します。
● Loop time: レコーディングできる実際のループの長さです。ループの長さは常に合計のレコーディング時間より消費されてい
きます。この時間差は、各ループが 6つのモノラルトラックとステレオミックスダウントラックで構成され、記録するすべての
ループが 7つのトラックすべてが等しい長さの .WAVファイルとして存在するために発生します。

OVERDUB/OVERDUBBING：New Loop の最初のレコーディング後のトラックのレコーディングです。 RECORDと PLAYの
両方の LEDが点灯しますが、PUNCHボタンは消灯しています。 オーバーダビングとは：
● 事前にレコーディングしたオーディオがない、トラック１以外のトラックへレコーディングします。 
● 音や楽器を 1つのトラックまたはペアのステレオ・トラックに重ねてレイヤーを作成します。トラックのDUB設定は、各ルー
プサイクルごとに以前にレコーディングされたオーディオを減衰させるフィードバックコントロールのように機能します。

QUANTIZE( クオンタイズ )：このモードは正確な小節の長さのループを作成することを可能にします。正確に 3小節の長さのルー
プを作成する必要があるとしましょう。クオンタイズモードであればこの作業を容易にすることが可能です。
● クオンタイズモード中、95000は新しいループのレコーディングを自動的にスタート /ストップします。
● クオンタイズモードを使用する際は、95000に搭載されているCLIX のメトロノーム機能、もしくは外部デバイスと 95000を
同期させることでレコーディング時のスタート /ストップを正確に行うことができます。

● 工場出荷状態もしくはクオンタイズ機能がONの時は、1小節のカウントイン後にループのレコーディングが始まります。最大
8小節までカウントインの小節ナンバーを変更可能で、カウントインをOFFにすることもできます。

● クオンタイズがOFFの時は、作成するループの長さは完全に自由に設定できます。ループのレコーディングはRECORDもし
くは PLAYフットスイッチを押すとすぐに始まり、レコーディングを停止する場合もRECORDと PLAYフットスイッチを押
すとすぐに停止します。

RECORD: 新しいループのレコーディングを行います。ステレオモードがOFFの場合、オーディオはトラック１にレコーディン
グされます。ステレオモードを有効にした際はトラック１と 2にレコーディングします。
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TRACK：トラックは、他のトラックとは独立したレコーディング、オーバーダビング、またはミックスされたループオーディオ
のチャンネルです。

● ループ内の全てのトラックは同じ長さです。
● ループ内の全てのトラックはプレイバック、レコーディング、もしくはオーバーダビングにおいて同じスピードと方向に行われ
ます。

● 各ループは 6つのモノラルトラックと 1つのステレオトラックで作成されます。

UNDO/REDO( アンドゥ /リドゥ ):
Undo( アンドゥ ): アンドゥはトラック上にレコーディングした最後のオーバーダビングのレイヤーを削除します。
● 95000 は各トラック用にアンドゥのレベルを持っています。他のトラックに影響することなく、各トラックのアンドゥを独立
して行うことが可能です。

● アンドゥを行うには、まず始めにアンドゥしたいトラックを選択してUNDOフットスイッチを押します。UNDOフットスイッ
チの上にある LEDが点灯していると、選択したトラックにおいてアンドゥが行われていることを示します。

● 指定したトラックでアンドゥを実行した後にRECORDフットスイッチを押してオーバーダビングすると、アンドゥ機能で削除
されたオーディオレイヤーは完全に削除され、リカバリーは行えません。

Redo( リドゥ ): アンドゥを行った後にリドゥを行うことで削除したオーディオレイヤーを復元します。
● リドゥを行うには、まず始めにリドゥを行いたいトラックを選択してUNDO LEDが点灯していることを確認してください。も
し点灯していないようであればリドゥを行うことはできません。その後、UNDOフットスイッチを押すとリドゥが実行されます。

● リドゥで復元できるのはアンドゥで削除した最後のオーディオレイヤーのみです。
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 モニタリング

様々な信号のリスニング音量を変えるには、モニターコント
ロールを使用します。 以下のモニタリングコントロールは、実
際にレコーディングされた信号レベルには影響しません。

1. DRY OUTPUT 
L/R フェーダーとPan ノブ
DRY OUTPUTフェーダーと PANノブはレコーディング時、
もしくはすでにレコーディングされたループのプレイバック時
にドライシグナルのモニター量をコントロールします。DRY 
OUT- PUT フェーダーで楽器のアウトプットボリュームをコ
ントロールします。Pan ノブ使用して、L/Rインプットと
L/Rアウトプットの方向をコントロールします。Pan ノブを
反時計回りに回しきると入力音は L Output から、時計回りに
回しきるとR Output から出力されます。Panノブをセンター
ポジション (12 時方向 ) にセットした場合、入力音はミック
スされ均等に両方のOUTPUTから出力されます。ステレオ・
シグナルをモニタリングする場合、一般的なポジションとして
Pan ポットは Lチャンネルは Lに、RチャンネルはRに振り
切ります。DRY OUTPUTフェーダーと Pan ポットの設定は
実際のレコーディングには影響しません。
　モノラルレコーディング時、両方のインプットは統合され同
じトラックにレコーディングされます。ステレオレコーディン
グ時では 2つのインプットはそれぞれセパレートされ、Left
インプットは奇数ナンバーのトラックに、Right インプットは
偶数ナンバーのトラックにそれぞれレコーディングされます。

2. CLIX LVL ノブ
CLIX LVL ノブを使用してモニターから出力されるCLIX
メトロノームのボリュームレベルに設定します。
　CLIX メトロノームはMONITOR OUTとヘッドフォンア
ウトプットからのみ出力されます。L/R OUTPUTジャッ
クからは出力されません。
 
3. HEADPHONE LVL ノブ 
HEADPHONE LVL ノブはリアパネルに配置されたヘッド
フォンアウトプットとMONITOR OUTジャックの出力レ
ベルを調整します。HEADPHONE LVL ノブは 95000 の
D/Aコンバーターの後段に配置されたアナログ・ノブです。
したがってMicroSDHCに保存されるレコーディングオー
ディオのレベルには影響されません。MONITOR OUT
ジャックのシグナルはヘッドフォン・アンプから供給され
る為、HEADPHONE LVL ノブを上げるとMONITOR 
OUTジャックからの音量も上がります。

4. MASTER LVL ノブ 
このノブはループのアウトプットジャック、Dry レベル、
CLIX レベル、同様に L/Rヘッドフォンジャック、
MONITOR OUT- PUT ジャックのマスターボリュームをコ
ントロールします。AUX IN ボリュームはコントロールし
ません。
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レコーディングの進め方

1. INPUT LEVEL L/ R ノブと CLIP LED 
L/R の INPUT LEVEL ノブをA/Dコンバーターへ送り出す前
の L/Rのインプットシグナルの増幅量を調整します。 適切な
レベルに設定するには接続した楽器を最大レベルで入力したと
きにCLIP LEDが僅かに点滅するかしないか程度のポジショ
ンまで各 INPUT LEVEL ノブを時計回りに回します。LEDが
点灯した時はオーディオ・シグナルがクリップするとき、もし
くはA/Dコンバーターがクリップする寸前です。言い換える
とA/Dコンバーターの適切な動作よりも信号の増幅量が大き
い時にCLIP LEDが点灯します。LチャンネルのCLIP LED
が点灯した場合は Lインプットがクリップしており、Rチャ
ンネルのCLIP LEDが点灯した場合はRインプットがクリッ
プしています。

デジタルオーディオのベストなクオリティを得る方法は、A/D
コンバーターをクリッピングさせることなく可能な限り大きな
信号をレコーディングすることです。一般的にレコーディング
したい信号は、あまりにも低いボリュームやしばしばクリッピ
ングするような信号ではありません。

　NOTE: モノラルレコーディング時、両方のインプットは統
合され、同じアクティブのトラックにレコーディングされます。
　モノラルレコーディング時は使用していない INPUT LEVEL
ノブを最小値まで下げてください。

2. NEW LOOP ボタン
NEW LOOPボタンを押すと 95000は Recoed-Ready
モード ( レコーディング待機状態 ) に切り替わります。
NEW LOOPボタンが緑に点灯している時は現在選択して
いるループは空です。NEW LOOPを押すとRECORDフッ
トスイッチの上にある赤いRECORD LEDが点滅し、
95000が Recoed-Ready モードであることを示します。
Recoed-Ready モードモードから離脱する場合はもう一度
NEW LOOPボタンを押してください。RECORDフットス
イッチを押すと新しいループにレコーディングが始まりま
す。すでにループ内にオーディオがレコーディングされて
いる場合は、RECORDフットスイッチを押すとすぐに新
しいオーディオにオーバーダビングされます。新しいルー
プのレコーディング中にNEW LOOPボタンを押した場合、
レコーディングはキャンセルされその時点までにレコー
ディングされたものはすべて削除されます。次ページの表
を参照の上、95000のモードによってNEW LOOPボタ
ンを押した際の動作を確認してください。
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現在の状態 NEW LOOPボタンを押すと LEDステータス  
Idle(待機状態) Record-Ready(レコーディング待機状態) LED ON 
Playback  Record-Ready；ループはそのまま再生されます  LED ON 
Overdubbing  オーバーダビング(NEW LOOPボタンは無効)  LED OFF 
Record-Ready  Record-Readyから1つ前に選択していたモードに戻ります  LED OFF 

Recording New Loop  New Loopレコーディングをキャンセルし、レコーディングされた
オーディオを破棄します；ループは空のままです  LED ON 

3. TRACK フットスイッチ
次のトラック、トラックの削除もしくはループ全体の削除する
には TRACKフットスイッチを使用します。

Advance Tracks 
TRACKフットスイッチを押すごとに次のトラックもしくはペ
アのトラックに進むと同時に新しく選択したトラックがアク
ティブになります。アクティブにすると各トラックもしくはペ
アのトラックのボタンは緑色に点灯します。

Erase Tracks 
削除されたトラックは空です。一般的にトラックの削除はおよ
そ 2秒程度です。
● トラックを選択します。
● TRACK LEDが点滅を始めるまで TRACKフットスイッチ
を長押しすると選択したトラックボタンが素早く点滅しま
す。

● そのまま LEDの点滅が止まるまで TRACKフットスイッ
チを長押しします。するとトラックは削除されます。

● トラックの削除を中断するには LEDが点滅している間か点
滅を始める直前で TRACKフットスイッチを離します。

● トラックの削除は 95000が停止中、プレイバックもしく
はオーバーダビング中に行えます。

● トラックの削除には通常のレコーディング時と同じ方法で
アンドゥが可能です。後述のUndo/Redoをご覧ください。

Erase a Loop 
microSDHCのループフォルダの中を含め、ループを完全に消
去します。一度行うと削除されたループはアンドゥできません。
● TRACK LEDと全てのトラックセレクト・ボタンが点滅す
るまで TRACKと UNDOフットスイッチを同時に長押し
します。

● LEDの点滅が止まるまで TRACKと UNDOスイッチを押
し続けます。LEDが消灯するとループは削除されます。
NEW LOOPボタンが緑に点灯すると、ループが空である
ことを示します。

● ループの消去を中断する場合は、トラックボタンの点滅が
止まる前に TRACKと UNDOフットスイッチを離します。

New Loopレコーディングの中断
新しいループをレコーディングしている間、TRACKと
UNDOフットスイッチの両方を同時に押すことでレコー
ディングを中断し、レコーディング済みの全てのオーディ
オを消去します。一度両方のフットスイッチを押すと、新
しいループのレコーディングは中断されます。オーディオ
は削除され、復元はできません。

4. UNDO フットスイッチ
95000 はトラック毎にアンドゥ /リドゥが行えます。この
機能はトラックに最後にレコーディングしたオーディオの
削除と復元を可能にします。トラックのアンドゥは、他の
トラックとは独立して行われます。

Undo/Redo 
現在選択しているトラックに最後にレコーディングした
オーディオもしくはオーバーダビングしたレイヤーをアン
ドゥします。モノラル・トラック、ステレオ・トラック、
もしくはミックスダウン・トラックのいずれかを選択しア
ンドゥできます。レコーディングしたトラックにオーディ
オが 1つしかレコーディングされていない場合は、UNDO
スイッチを押すとトラックは空となり、プレイバック時は
音が出力されません。

UNDOフットスイッチをもう一度押すと最後にレコーディ
ングもしくはオーバーダビングしたオーディオはアンドゥ
する前の状態に復元します。

● UNDOフットスイッチは 95000が停止中、プレイバッ
クもしくはオーバーダビング中に行えます。オーバーダ
ビング中の場合は現在選択しているトラックの最後の
オーバーダビングをアンドゥし、プレイバックモードに
切り替わります。もう一度UNDOスイッチを押すと前
のオーバーダビングオーディオがリドゥ (復元 ) されま
す。

● 現在選択しているトラックでアンドゥを行っている場
合、UNDOフットスイッチの上に配置されている緑
LEDが点灯します。UNDO LEDが点灯している状態は、
リドゥが行える状態でもあります。もう一度UNDOス
イッチを押すと最後のオーディオが復元され、UNDO 
LEDは消灯します。
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5. RECORD フットスイッチ
95000 は動作中のモードに応じてRECORDフットスイッチの動作が僅かに異なりますが、いずれのレコーディングモードに於い
てもレコーディング、オーバーダビング、パンチインのスタート/ストップは行えます。RECORD LEDが点灯している場合は、レコー
ディング、もしくはオーバーダビング・モードのいずれかであることを示します。RECORD LEDが点滅している場合はレコーディ
ングの待機状態であることを意味します。95000のモードによるRECORDフットスイッチの動作の詳細については下表をご参照
ください。
 
現在の状態  RECORDボタンを押すと LEDステータス  
Idle(メモリー内にループなし) 新規ループレコーディング開始 LED ON 
Idle(メモリー内にループあり)  オーバーダビング LED ON 
Playback オーバーダビング LED ON 
Overdubbing プレイバック LED OFF 
Record-Ready 新規ループレコーディング開始  LED ON 

 
6. PLAY (□　) フットスイッチ
PLAYフットスイッチはプレイバックのON/OFF の切替に使用します。PLAY LEDが点灯している場合は、プレイバックもしく
はオーバーダビング・モードのいずれかであることを示します。95000のレコーディング /プレイバック時の PLAYフットスイッ
チの動作の詳細については下表をご参照ください。
NOTE: ループのサイクルがスタート位置に戻るとき、PLAY LEDが 1度点滅します。
 
現在の状態  PLAYボタンを押すと  LEDステータス  
Idle(メモリー内にループなし)  変化なし  LED OFF 
Idle(メモリー内にループあり)  プレイバック LED ON 
Playback or Overdubbing
(フェードアウトOFF)

 
 待機状態 LED OFF 

Playback or Overdubbing
(フェードアウトON)  フェードアウト フェードアウトが完了するまでLEDが

点滅し完了後消灯す  
Record-Ready
(メモリー内にループあり) 

現在のループにオーディオがある場合
プレイバック  LED ON 

新規ループレコーディング オーバーダビング、ループの長さ設定 LED ON 
 
7. LOOP △▽ フットスイッチ 
LOOP UP(△) と LOOP DOWN(▽) フットスイッチを使用して、ループの切替を行います。いずれかのフットスイッチを長押しす
ると、連続的にループが切り替わります。95000のモードによる LOOP UP(△) と LOOP DOWN(▽) フットスイッチの動作の詳
細については下表をご参照ください。
NOTE：VALUEノブを使用してループの切替も可能です。VALUEノブの詳細については後述の LEDディスプレイとコントロー
ルの項をご参照ください。
 
現在の状態  LOOP　　 フットスイッチを押すと     

Idle LOOP　と　フットスイッチを押すごとに、ループナンバーが1ずつ増減します。
    

Playback 

現在のループは引き続き再生されます。 ループが増減してループの表示ナンバーが
点滅します。 点滅しているループナンバーにオーディオデータがある場合、古いルー
プのプレイバックが終点に達すると新しいループナンバーがプレイバックされます。 
点滅するループナンバーにオーディオがない場合は、古いループは無限にプレイバック
し続けます。 

Overdubbing 変化なし  

Record-Ready 
 


  

Recording New Loop  変化なし  

△

Record-Ready状態をキャンセルします。 LOOP　と　フットスイッチを押すごと
に、ループが1ずつ増減します。
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8. PUNCH ボタン 
PUNCHボタンを押すとパンチイン・モードのON/OFF が可
能です。ON場合、ループが繰り返されるたびにアクティブト
ラックにレコーディングされたすべてのオーディオが消去され
ます。パンチイン機能は、思うようなフレーズがレコーディン
グできなかったときやミスしたときに特に有効です。ON時は
PUNCHボタンが緑に点灯します。

9. OCT ボタン 
OCTボタンはループのスピードを半分にする事でオクターブ
を下げ、テンポも半分になります。OCTボタンは、新しいルー
プのレコーディング中もしくは外部MIDI クロックと同期して
いる時を除いて常に使用できます。ON時はOCTボタンが緑
に点灯します。

10. REVERSE ボタン 
REVERSE ボタンを押すと、ループのプレイバック /オーバー
ダビングの再生方向が反転します。この機能は新規ループのレ
コーディング時を除いていつでも使用可能です。ON時は
REVERSE ボタンが緑に点灯します。EXT. CLOCKが ONの
場合、95000がプレイバック中もしくはオーバーダビング中
にREVERSE ボタンを押すことでリバース機能は有効になり
ます。しかし、テンポが外部MIDI クロックと同期している状
態であっても、小節内のポイントを見失いクロックとずれる可
能性が高くなります。リバース・ループのテンポの同期を維持
したいときは、プレイバックを行う前にREVERSE ボタンを
切り替えてください。

11. EXT. CLOCK ボタン 
EXT. CLOCKボタンを押すことで、95000をMIDI IN ジャッ
クに接続した機器の外部MIDI クロック・メッセージと同期さ
せることが可能です。 EXT. CLOCKボタンを押す度に 95000
の同期のモードが切り替わります。
● IN (EXT. CLOCK ボタン OFF): 
内部クロックとループスピードを同期します。TEMPOス
ライダー、TAPボタンもしくは両方でテンポまたはループ
スピードを設定します。このモードは 95000単体での使
用もしくはスレーブ・デバイスへMIDI クロックを送信す
るマスタークロックとして使用できます。

● XT (EXT. CLOCK ボタン 点灯 ): 
完全な外部MIDI クロックモードです。外部デバイスから
送信されるMIDI クロックやスタート /ストップ、ソング
ポジション・ポインター (SPP) などのメッセージに依存し
ます。このモードは 95000を外部デバイスと同期する場
合などに有効です。

● BX (EXT. CLOCK ボタン 点滅 ): 
ビートを外部クロックと同期するモードです。MIDI に
よるスタートメッセージがMIDI のマスターコントロー
ルから送信されると、MIDI クロックを受信しビートの
1拍目にリセットされますがループのプレイバックはス
タートしません。プレイバックをスタートさせるには
PLAYスイッチを押します。マスター機器から受信した
次のMIDI クロック・ビートで、ループの始めからプレ
イバックが始まります。MIDI マスターのビートの 1拍
目でループのプレイバックを開始するには、MIDI マス
ターからビートの 1拍目が聴こえる直前に PLAYフッ
トスイッチを押します。

12. QUANTIZE ボタン 
QUANTIZE ボタンはクオンタイズモードのON/OFF を切
り替えます。ON時はQUANTIZE ボタンが点灯します。

QUANTIZE モード：
クオンタイズモードは正確な小節の長さのループを作成す
るときに使用します。クオンタイズモードで新しいループ
を作成するときは、最大 8小節のカウントインが可能です。
初期設定は 1小節で、カウントインをOFFにすることも
できます。カウントインが終わると、最初の1拍目からルー
プのレコーディングがスタートします。ループを終了する
とき、ループの長さは小節の終わりに合わせて延長、もし
くはカットされます。クオンタイズモード時は、95000が
CLIX メトロノームと完全に同期してループを生成するため
に、ループの長さに最も近い小節に調整します。1小節を
1～ 8拍の長さで設定できます (初期設定は 4拍 )。1小節
の拍数を変更するには：
● 初めに PAGEボタンを押し、BARS/BEATSページを選
択します。

● VALUEノブを長押しします。ディスプレイが“BAR”
に変わり、ナンバーが点滅します。点滅しているナンバー
は小節の拍数を示します。

● VALUEノブを回し、小節の拍数を変更します。
● VALUEノブを押すと設定は完了し、保存されます。

NON-QUANTIZE モード : 
ノンクオンタイズ モード：ループの長さはRECORDフッ
トスイッチを押してレコーディングを開始し、RECORD
もしくは PLAYフットスイッチを押すまでの時間でループ
の長さを決定します。
95000が EXT.CLOCKモード時、クオンタイズモード
にすることをお勧めします。クオンタイズモードを使用
しないと、MIDI のマスターデバイスの小節の長さとルー
プの長さが一致しません。
このズレは、ループのテンポが実際にのMIDI クロック
マスターと同期していても、ループが同期しなくなりま
す。
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 トラック、トラックの選択、ミックスダウン、テンポについて
トラックの概要
● 楽器とボーカルのレコーディングに際し、6トラックの使用が可能です。
● 最大 2トラック同時にレコーディングできます。
● 6 つの各トラックは、レベルを調整するボリュームフェーダーと L/Rのバランスを調整するパン・ポットを搭載しています。
● 各トラックナンバーの上には点灯するボタンが搭載されています。ボタンが点灯している時は選択したトラックがアクティブで
す。RECORDフットスイッチを押すとレコーディングもしくはオーバーダビングがスタートします。
● トラックはモノラル、もしくは 2つのトラックをペアでステレオとして使用できます。

1. TRACK フェーダー
トラックフェーダーは各トラックのプレイバックレベルをコン
トロールします。 

2. TRACK SELECT ボタン 
トラックセレクト・ボタンが点灯している場合は、選択したモ
ノラル、もしくはステレオ・トラックをレコーディング以外に
も、オーバーダビングやトラックの削除やアンドゥ /リドゥと
いった他の機能に使用していることを示しています。トラック
セレクト・ボタンを押すと選択したトラックがアクティブにな
ります。トラックセレクト・ボタンを同時にペア (1＆2、3＆
4、5＆6) で押すとステレオトラックとして使用できます。ト
ラックボタンを長押しすると、モノラルとステレオトラックを
切り替えられます。TRACKフットスイッチを押すと現在選択
しているモノラル・トラック、もしくはステレオ・トラックを
次のトラックへ切り替えます。トラックセレクト・ボタンが点
灯している場合はトラックが選択されていることを示していま
す。

MIXDOWN トラック 
MIXDOWNトラックは 6つのモノラル・トラックの Pan
ノブやフェーダーの設定を維持したオーディオをステレオ
トラックとして送り込みます。ミックスダウン・トラック
を使用してステレオのミックスやバウンストラックの作成、
特殊なエフェクトを作成すると言ったことが可能です。ミッ
クスダウン・トラックは自動的に 6つのモノラルトラック
の長さを設定します。ミックスダウンにはノーマルのミッ
クスダウンとコンスタントテンポ・ミックスダウンの 2つ
のモードがあります。

3. TRACK PAN ノブ 
トラックの Pan ノブはトラック 1～ 6の L/Rの出力バラ
ンスを設定します。

4. MIXDOWN フェーダー 
MIXDOWNフェーダーはミックスダウン・トラックのボ
リュームをコントロールします。
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5. MIXDOWN ボタン 
MIXDOWNボタンはノーマルとコンスタントテンポ・ミック
スダウンモードにアクセスできます。ノーマル・ミックスダウ
ンモードは 6つのモノラル・トラックをバウンスしたい場合
もしくはクリーンなステレオミックスを作成する場合に使用し
ます。コンスタントテンポ・ミックスダウンモードはピッチに
関連したスペシャルエフェクトを作成する際に使用します。
● MIXDOWNボタンを一度押すとノーマル・ミックスダウン
モードになりMIXDOWNボタンが点灯します。ノーマル・
ミックスダウンは 95000がオーバーダビング、プレイバッ
ク、停止中のいずれかのときに選択が可能です。

● 95000 が停止しているのであれば TRACKフットスイッ
チを使用してノーマル・ミックスダウンモードに切り替え
られます。

● コンスタントテンポ・ミックスダウンは 95000が空の状
態の時のみ切替可能です。MIXDOWNボタンがOFFの時、
ボタンを 2回押すとコンスタントテンポモードがアクティ
ブになります。コンスタントテンポモード時はMIXDOWN
ボタンが速く点滅します。

● コンスタントテンポ・ミックスダウンモードを使用すると、
ミックスダウントラックにフランジングもしくはピッチベ
ンドエフェクトを加えることが可能です。ミックスダウン
トラックは一定のスピードもしくはテンポでレコーディン
グしますが、レコーディングした 6つのトラックのスピー
ドを TEMPOスライダーで変更できます。同様にミックス
ダウン・トラックをレコーディングする場合、TEMPOス
ライダーでスピードを変化させるパフォーマンスを行うと
ミックスダウントラックにレコーディングされます。僅か
なフランジングエフェクト、もしくは激しいピッチベンド
を伴うドラスティックなエフェクトを作り出せます。

● ミックスダウンモードを終了するには、95000が停止中
にMIXDOWN LEDが OFF になるまでMIXDOWNボタン
を押します。Track セレクトボタンを押すか TRACKフッ
トスイッチで切り替えることもできます。

ノーマルモードとコンスタントテンポ・ミックスダウンモー
ドの完全な概要については、このマニュアルの「ミックス
ダウンについて」のセクションを参照してください。

6. TEMPO スライダー 
95000 の内部クロックがOFF( 外部クロック同期モードが無
効 )のとき、TEMPOスライダーはCLIX メトロノームのテン
ポと同様にループのテンポやBPMの設定に使用します。現在
選択しているループが空であれば TEMPOスライダーを
1BPM刻みで 60BPM～ 240BPMの間で可変します。テン
ポを上げるにはスライダーを上に、下げる場合にはスライダー
を下に動かします。

新規ループをレコーディング後 TAPボタンが点灯し、
TEMPOスライダーがループが最初にレコーディングされ
た時のテンポに設定されていることを示します。オリジナ
ルテンポから他のテンポへ設定された時、TAPライトは
OFFになります。

レコーディングするループの TEMPOスライダーのアク
ションはCOARSEと FINE の 2つのオプションで調節可
能です。セカンダリーページ・モード (LEDディスプレイ
とコントロールのセクションをご覧ください )から
COARSEもしくはFINEのいずれかのモードを選択します。
初期設定はCORSEです。
● COARSEモード : TEMPOスライダーを上げるとテン
ポとピッチ (半音ずつ )が増加します。例えば、Eのキー
をループにレコーディングし、TEMPOスライダーを上
に押し上げます。半音下げるとループのスピードが変化
したのが聴こえるでしょう。次に、上方向のポジション
に設定すると Fのキーのループが再生されます。次の上
のポジションは F#で以下同様です。

● FINE モード：60～ 240BPMの範囲で１BPM刻みで
テンポとピッチを変更します。OCTボタンが点灯して
いる場合、30～ 120BPMの範囲となります。

TEMPOスライダーを使用して、ピッチチェンジとベン
ドエフェクトを作成します。
● 新しいループをレコーディング後、TEMPOスライダー
を動かすと次のトラックはスピードの異なる音をレコー
ディングします。ループをオリジナルのスピードでプレ
イバックした場合、それに応じてピッチは変化します。
例えば、トラック１にいくつかのギターコードをレコー
ディングします。TEMPOスライダーを１オクターブ上
に動かし、同じギターでいくつかの低音をレコーディン
グします。両方のトラックをオリジナル・テンポでプレ
イバックするとギターとベーストラックが完成します。

● レコーディング中、TEMPOスライダーを動かしてみま
しょう。設定したテンポでループバックすると、レコー
ディング中に TEMPOスライダーを動かすと音は反対方
向にベンドします。

TEMPOスライダーを動作させる時は常に、現在の
BPMが瞬間的にディスプレイに表示されます。TEMPO
スライダーを動かすのを止めた後、２秒程度BPMは表
示されます。
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7. TAP ボタン
95000 がタップ・テンポモード時、TEMPOスライダーを動
かす事に加えて TAPボタンを２回以上押す事でテンポを変更
できます。95000は、TAPボタンを押した直近４回分ののア
ベレージを計算して設定するテンポを作り出します。
TAPボタンは現在のテンポにあわせて LEDが点滅します。
●  一般的な使用におけるタップテンポの設定範囲は 60～
240BPMです。TEMPOスライダーは中心を基準にスライ
ダーを完全に下げると現在のテンポの半分 (60BPM)、完
全に上げると２倍にあたる 240BPMになります。オリジ
ナルのタップ・テンポの設定は TEMPOスライダーの真ん
中 (120BPM) のポジションです。TEMPOスライダーのポ
ジションはタップ・テンポが入力された後に、最初に動か
した時点で有効となります。

●  TAP ボタンでテンポを変更すると、２秒間 LEDディスプ
レイに表示されます。

● TAPボタンを一度押すと現在のテンポが LEDディスプ
レイに表示されます。

● PAGEと TAPボタンを同時に押すとタップ・テンポモー
ドはキャンセルされ、テンポのコントロールは TEMPO
フェーダーに依存します。

8. CLIX LED 
CLIX LEDは 95000 で設定したテンポに合わせて点滅し
ます。左側の LEDは常に拍に合わせて点滅し、右の LED
は小節の１拍目に点滅します。95000の内部テンポを使用
し、TEMPOスライダーと TAPボタンでテンポを設定する
と LEDが点滅します。EXT. CLOCKが ONの時、CLIX 
LEDは受信したMIDI クロックに合わせて点滅します。

CLIX LEVEL ノブを使用して内蔵CLIX メトロノームの
ボリュームを調整します。
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LED ディスプレイとコントロール

1. LED ディスプレイ 
● 4 桁のデジタル表示の LEDディスプレイで、ファンクショ
ン･ナンバーのコントロールとフィードバックを視認するこ
とが可能です｡これらの機能は 3つのプライマリーモード・
ページと 4つのセカンダリーモード・ページを順送りでア
クセスします｡PAGEボタンを押すと1階層目の3つのモー
ド LOOP/DUB､BARS/BEATS､MIDI CH/SYNCが順番に
表示されます｡PAGEボタンを長押しすると2階層目のモー
ドにアクセスします｡

● 1 階層目のモードページはディスプレイの下にあるモード
に該当する丸い LEDが点灯します｡

● 2 階層目のモードページは PAGEボタンが素早く点滅し､
ディスプレイ下の 3つの LEDは消灯します｡

● 1 階層目の各モードでは、2つのパラメーターが表示され
ます｡ 左側のパラメーターは初期設定によりアクティブで
す｡ディスプレイの右下にドットが表示されている場合は、
右側のパラメーターもアクティブです｡VALUEノブを押す
と、左もしくは右のパラメーターのON/OFF を切り替え
ます｡

● LEDディスプレイはテンポの変更も表示します｡TEMPO
スライダーもしくは TAPボタンによるタップ・テンポの
入力を行うと､2秒間新しいテンポをBPM表示しその後設
定した機能を表示します｡テンポを表示中は､PAGE LEDは
消灯します｡

2. VALUE エンコーダー ノブ 
VALUEノブはアクティブのパラメーターを変更します｡ノ
ブを押すと左と右で操作するパラメーターを切り替えます｡
ノブを回すと選択しているパラメーターの値を変更します｡

3. PAGE ボタン 
PAGEボタンを押すと 1階層目の 3つのモードページ 
LOOP/DUB､BARS/BEATS､MIDI CH/SYNCを順番に
LEDディスプレイに表示します｡

PAGEボタンを長押しすると 2階層目のモードページ：
CX (CLIX)､TM(TEMPOスライダー )､CT( カウントイン )
そして FD( フェードアウト )にアクセスできます｡VALUE
ノブを押すと 2階層目のこれらのページを順に表示します｡
VALUEノブを回すと､表示されているパラメーターの設定
を変更します｡PAGEボタンを押すと 2階層目のモードか
ら離脱します
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プライマリーモード・ページ
4. LOOP/DUB モード 
LOOP/DUBページでは現在のループナンバーとアクティブの
トラックにおいてのオーバーダビング フィードバックレベル
を確認できます｡
● 左エリアには､選択されているループナンバーが表示されま
す｡VALUEノブを回すか LOOP UP/DOWNフットスイッ
チで別のループを選択できます｡

● 右エリアはDUBでのアクティブ･トラックのフィードバッ
クレベルを確認できます｡フィードバックレベルの表示範囲
は 0～10ですが､0～100%と同義です｡トラックをオー
バーダビング中､DUBフィールドのナンバーは現在レコー
ディングしているループの、すでにレコーディング済みの
部分のボリュームを決定します｡各値は 0～10でレコー
ディング済みのオーディオのボリュームを低くすることが
可能で､低い値に設定すると録音済みのオーディオはオー
バーダビングのサイクル上で低いレベルとなります｡DUB
の値を 10に設定した場合はヴォリュームの変化はありま
せん｡値を 0に設定した場合､ループのサイクル上でオー
ディオは出力されません｡

PRO TIP: DUBの値を 10未満に設定時､ループの長さが
ディレイタイムと等しい場合においてはデジタルディレイ
のような効果を得ることができます｡

Loop Status: 真中のドットは次のループのステータスを示
します｡
● Off = 空のループ (NEW LOOPボタンが点灯していると思
います｡) 

● Blinking = 点滅 =ループのロード中です｡
● On =  ループが存在し､スタンバイ状態です｡

5. BARS/BEATS モード 
BARS/BEATSページは小節と拍の現在のループのポジ
ションを示します｡
● ドットから左側の 3つのディスプレイ表示は､現在の小節
ナンバーが確認できます｡ 

● ドットから右の 1桁のディスプレイは現在の拍数を表示し
ます｡ 

● 95000 は新しいループをレコーディング中､一時的に
BARS/BEATSディスプレイモードに切り替えられます｡

● カウントイン時に 1～8小節の小節の長さを設定しクオン
タイズボタンが点灯すると､新しいループのカウントイン中
に拍がカウントアップしながら小節番号はカウントダウン
します｡小節番号の前のマイナス記号はカウントインを実行
していることを示します｡

● ループ再生中もしくは停止中にVALUEノブを回すと、
小節と拍をループの特定の場所まで動かせます｡ループ
の再生中にVALUEボタンを回すと新しい箇所までジャ
ンプし､再生を持続します｡ループを止めると､自動的に
ループの最初に戻ります｡録音中もしくはオーバーダビ
ング中は新しい箇所へのジャンプは行いません｡

BEATS PER BAR：拍数は 1～8の間で設定します｡初
期設定は 1小節 4拍に設定されています｡拍数を変更す
るにはVALUEノブを長押しし､ディスプレイに“BAR 
x”と表示されるまで長押しします｡点滅している数字は
現在選択している拍数です｡VALUEノブを回すと拍数が
変更されます｡VALUEノブを押すと設定がセーブされ､
BARS/BETASモードに戻ります｡新たに設定した拍数
は､設定後に作成されるからのループに適用されます｡
ループ後の拍数の設定は、録音後に変更できますが、そ
のループの設定だけが更新されます。

6. MIDI CH/SYNC モード 
MIDI CH/SYNCページを選択するとMIDI チャンネルと同
期設定の確認と調整が行なえます｡左側のパラメーターはプ
ログラムチャンジナンバーとコントロール・チェンジナン
バーを受信した際のMIDI チャンネルを示します｡右パラ
メーターは同期のモードです｡

SYNC モード 
In 
IN に設定すると内部クロックとの同期モードです｡この
モードでは 95000に搭載されている TEMPOスライダー
もしくは TAPボタンによるテンポの設定を使用し､外部ク
ロックとの同期は向こうです｡

External 
● XT = 完全な外部クロックモードです｡95000 は外部か
ら受信したMIDI CLOCK､スタート､ストップ､そして
SPPメッセージに反応します｡

● BX = 拍が外部クロックと同期するモードです｡95000
はMIDI CLOCKとストップメッセージのみ反応し､ス
タートと SPPメッセージは反応しません｡

同期オプションは EXT. CLOCKボタンを押す度に切り
替わります｡
EXT. CLOCKボタンが点滅しているときはBXモード
です｡
同期オプションの詳細はMIDI の同期セクションをご覧
ください。
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セカンダリーモード・ページ 
● PAGEボタンを１秒程度長押しするとセカンダリーモード・
ページが有効になります。PAGEボタンが素早く点滅を始
め、ディスプレイ下のプライマリーモード LED全てが消灯
します。セカンダリーモードにアクセスしたら PAGEボタ
ンを離して下さい。

● VALUEノブを押すと４つのページが順に切り替わります。
VALUEノブを回すと特定のパラメーターを変更できます。 

● セカンダリーモードを離脱するには PAGEボタンを押して
ください。PAGEボタンは消灯します。

● 新しい設定はグローバルの設定のため、全てのループに影
響し、設定は内部メモリーにセーブされます。よって
95000は電源投入時に最後に使用した設定が呼び出され
ます。

セカンダリーモードに一度切り替えてしまえば、関連する複数
のパラメーターや機能の選択をフォローします。

CLIX メトロノーム
1. CX.ON：CLIX メトロノームが継続的に動作します。(初期
設定 )

2. CX.PL：CLIX メトロノーム音はプレイバックもしくはレ
コーディング時のみ出力されます。ループが停止している
時はCLIX メトロノームはミュートされます。

3. CX.NL：CLIX メトロノームは新規ループのレコーディン
グ時のみ出力されます。オーバーダビング等の場合は
CLIX メトロノームはミュートされます。

TEMPO スライダーの可変単位 
ループがレコーディングされた後の TEMPOスライダーの
動作を設定します。EXT. CLOCKは無効です。
1. TM.CR：TEMPOスライダーのレゾリューションは
COARSEに設定されており、ループのスピードは半音
毎に変化します。(初期設定 )

2. TM.FN：TEMPOスライダーのレゾリューションは
FINE に設定されており、ループのスピードは 1BPMご
とに変化します。

Count-In 
カウントインは、新規ループのレコーディング前と
QUANTIZE が有効な場合にのみ発生します。
1. CT.OF：カウントインは無効です。
2. CT.01-08：カウントインは有効です。カウントインの
小節数はディスプレイに表示されます。初期設定は 1小
節です。

Loop Fade-Out 
ループのプレイバックを停止するにあたり、95000ではす
ぐに停止するかループをプレイバックし続けながらフェー
ドアウトさせるかを選択できます。ボリュームが０になる
とループのプレイバックは停止します。ループボリューム
を徐々にフェードアウトさせたい場合は、このパラメーター
を 1～99の数値に設定します。

1. FD.OF：ループ・フェードアウト機能は無効です。(初
期設定 )

2. FD.01-99：ループ・フェードアウトは有効で、ループ
のフェードアウト・タイムはディスプレイに表示されま
す。
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接続端子とコントロール

1. 9VDC 400mA 電源ジャック
付属しているACアダプターを 9VDC電源ジャックに接続し
てください。電源仕様は 9VDC 400ｍA センターピンマイナ
ス極性です。入力許容電圧は最大 10.5VDCまでです。

電源を入れると 95000が動作し始め、4桁の LEDディスプ
レイには以下のように表示されます。
1. ディスプレイに「EHX 95000」とスクロールされます。
2. ファームウェア・バージョンが「V ＊.＊」と表示され、現
在ロードされているファームウェア・バージョンが確認で
きます。

3. 最後に、ディスプレイは最後に使用したループナンバーを
表示し、トラック１にレコーディングできる設定となりま
す。

2. microSDHC カードスロット 
ループを保存する為のSDHCメモリーカードを挿入します。

3. USB コネクター 
USBケーブルを使用してコンピューターと接続するポートで
す。標準のA-B タイプのケーブルをご使用ください。

4. MIDI OUT コネクター 
標準的な 5Pin DIN タイプのMIDI ケーブルを接続します。
EXT.CLOCK機能がオフの場合、95000は連続的にMIDI ク
ロックをMIDI OUTジャックから送信します。95000を
MIDI クロックマスターとする場合、MIDI OUTに接続して他
のデバイスやもう 1台の 95000、ドラムマシン、8-Step 
Programシーケンサーといったデバイスをスレーブとして使
用できます。
EXT. CLOCKモード時はMIDI OUTジャックはMIDI THRU
としても使用できます。MIDI IN ジャックから受信したメッ
セージはMIDI OUTから出力されます。

5. MIDI IN コネクター
標準的な 5 Pin DIN タイプのMIDI ケーブルを接続します。
外部からMIDI クロック、コントロールチェンジ (CC)、プ
ログラムチェンジ (PC) の各種メッセージを受信します。
EXT.CLOCK機能が有効の場合、95000はMIDI IN ジャッ
クから入力されたMIDI クロックと同期できます。もう 1
台の 95000、ドラムマシン、シーケンサーといったマスター
のMIDI クロックデバイスから出力されたMIDI クロック信
号を受信し、外部デバイスのスレーブとして使用できます。

MIDI CCと PCを使用することで 95000のトップパネル
の全てのパラメーターをコントロールできます。L/R 
INPUT LEVEL ノブとHEADPHONE LVL ノブはコント
ロールできません。

6. EXPRESSION PEDAL ジャック
EXPRESSION PEDAL ジャックに 1/4” TRSケーブルを
使用してエクスプレション・ペダルを接続できます。エク
スプレッション・ペダルを使用することでループオーディ
オのマスターレベルをコントロールできます。エクスプレッ
ション・ペダルを接続した場合、MASTER LVL ノブはエ
クスプレッション・ペダルで設定した最大音量に設定され
ます。エクスプレッション・ペダルはトラック１～６のルー
プオーディオとMIXDOWNトラックのボリュームのみを
コントロールします。DRYシグナルはコントロールできま
せん。

推奨ペダル：
• Electro-Harmonix Expression Pedal 
• Electro-Harmonix Dual Expression Pedal 
• Electro-Harmonix Next Step Expression Pedal 
• Boss® FV-500L 
• Moog® EP-3 
• M-Audio® EX-P  
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7. HEADPHONE ジャック 
ヘッドホンを接続する 1/4″ステレオ ヘッドホンジャックで
す。ヘッドホンジャックの各チャンネルは 0.1W 16Ωです。
ヘッドホンジャックは 6つのメイントラック、MIXDOWNト
ラック、ドライアウト・チャンネル、AUX IN ジャックからの
音源、CLIX LEVEL のメトロノーム音源が出力されます。

NOTE：ヘッドホンジャックのボリュームコントロールは
HEADPHONE LVL ノブで行います。MASTER LVL ノブは全
てのアウトプットのボリュームをコントロールする為、その設
定に応じてHEADPHONE LVL ノブを設定してください。

8. MONITOR OUT ジャック
MONITOR OUTはヘッドホン・ジャックから出力されている
信号をモノラル信号として出力します。ヘッドホンの L/Rの
チャンネルがミックスされ、モノラル信号としてこのジャック
へ送られます。

MONITOR OUTからの音源のボリュームはHEAD- 
PHONE LVL とMASTER LVL ノブの両方で設定します。
どちらか一方でも 0にした場合は、MONITOR OUTから
音源は出力されません。
MONITOR OUTのアウトプット インピーダンスは 400Ω
です。 

9. L and R OUTPUT ジャック 
95000 のメインアウトプットです。アンプやミキサー、オー
ディオ・インターフェース、テープレコーダーといったデバイ
スのインプットと接続します。
L/R OUTPUTジャックは 6つのメイントラック、ミックスダ
ウン・トラック、DRYアウトの L/Rチャンネル、そして
AUX IN から入力された音源が出力されます。
Lと R OUTPUT端子はCLIX メトロノームを出力せず、
HEADPHONE LVL ノブの設定にも影響されません。
MASTER LVL ノブは全てのアウトプットのボリュームをコン
トロールします。L/R OUTPUTジャックのアウトプットイン
ピーダンスは 400Ωです。

10. AUX IN ジャック
3.5mmのステレオ・インプットは 95000のアナログのステ
レオ出力とミックスされ、L/R OUTPUT、HEADPHONE 
OUT、MONITOR OUTから出力されます。ポータブルミュー
ジックプレーヤーやミキサー、ドラムマシンなどのライン出力
のデバイスを接続し、95000のループと直接ミックスします。
AUX IN から入力された音源はレコーディングできません。
AUX IN のインプットインピーダンスは 9.5KΩです。このイ
ンプットはライン出力のディバイスに最適です。AUX IN に接
続したデバイスの出力レベルは 95000の出力と適正になるよ
う設定します。

11. +48V ファンタムパワー・ボタン 
このボタンを押すと、両方のXLRインプットにファンタム電
源が出力されます。ファンタム電源を使用しない場合はこのボ
タンをアウトポジション (出っ張った状態 )にしてください。

CAUTION! このスイッチを入れる前に、ファンタム電源
対応のマイクが接続されているか確認してください。
特定のリボンマイクは、ファンタム電源で使用すると特に
損傷を受けやすいことがあります。

12.  L and R INPUT コンボジャック
XLRと 1/4″フォン接続の両方に対応した L/Rのインプット
です。XLRインプットはバランス入力に対応し、マイクの他
+4dBまでの信号であればクリップすることなく接続できま
す。XLRインプットのインプット・インピーダンスは 2.5KΩ
です。1/4″インプットはラインレベルと楽器の入力の両方に
対応した、ハイ・インピーダンスのアンバランスインプットで
す。アンバランスインプットは +9.8dBu までの入力レベルに
対応します。インプット・インピーダンスは 2MΩです。モノ
ラルモード時、いずれかのインプットを使用して 6トラック
のいずれかにレコーディングできます。ステレオモード時、L
インプット奇数トラック、Rインプットは偶数トラックに入力
されます。
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トラックのレコーディングについて 

 
新規ループレコーディングの準備  

 

 

 

 

 

 

 

 ノンクオンタイズ vs. クオンタイズ
　　　　　　　　　　　　ループレコーディング

 

 
 

 
 

 

 

1. LまたはRのINPUT端子に楽器を接続します。別々の2つの楽器
を使用する場合やステレオレコーディングする場合は、両方の
端子に接続します。

2. レコーディング時にモニタリングするには、LとRのOUTPUT端
子またはMONITOR OUT端子の片方または両方をミキサーや
アンプに接続します。 HEADPHONES端子にヘッドフォンを接
続してモニタリングすることも可能です。

3. 楽器を演奏し、関連するCLIP LEDが点灯しないように、もしく
はピーク時に微かに点灯する程度にINPUT LEVELノブを調整
します。 最高の音質でデジタルレコーディングを行うには、A/D
コンバータをクリップさせずに可能な限り最も高い信号レベル
に設定することが重要です。 音量が低すぎたり、頻繁にクリップ
する状態でレコーディングすることは望ましくありません。

4. INPUT端子1つだけを使用してモノラルレコーディングする場
合は、使用しないチャンネルのINPUT LEVELノブを完全に絞
ってヒスノイズの混入を防止してください。

5. モニタリング時に入力信号のレベルとステレオロケーションを
調整するには、DRY OUTPUTフェーダーとPANノブを使用し
ます。

6. HEADPHONESまたはMONITOR OUT端子のいずれかを使
用している場合は、これらの出力用の独立したレベルコントロー
ルを使用できます。HEADPHONES LVLノブでは、HEAD-
PHONES端子とMONITOR OUT端子からの出力レベル両方
を調節できます。

7. DRY OUTPUTフェーダーとPANノブの設定は、実際にレコー
ディングする信号には影響しません。 INPUT LEVELノブだけ
がレコーディング時に関係します。

　REMINDER: QUANTIZE ボタンを押すと、クオンタイズ
モードとノンクオンタイズモードが切り替わります。 
QUANTIZE ボタンが点灯しているときは、クオンタイズモー
ドが選択されています。

ノンクオンタイズモードでは、ループの長さはマニュアルで設
定されます。 クオンタイズモードでは、レコーディングする小
節の数、小節の設定ごとのビート (BARS/BEATS ページで表
示します ) と、現在のテンポによってループの長さが決定しま
す。

ノンクオンタイズモード
ループの長さは、RECORDフットスイッチを押してループレコー
ディングを開始し、RECORDまたはPLAYフットスイッチを押し
てループを終了するまでの時間になります。 95000は
RECORDフットスイッチを押すとすぐにレコーディングを開始し
、RECORDまたはPLAYフットスイッチのいずれかを押すとすぐ
にループレコーディングを終了します。

クオンタイズモード
95000はループの長さを自動的に最も近い小節にクオンタイ
ズします。 小節の長さは1～8拍で、 デフォルトの長さは4拍で
す。

RECORDボタンを押すとCLIXメトロノームを1に合わせます。

スタートするとカウントインが開始され、小節ナンバーの前にマ
イナス記号が付いたカウントインナンバーが表示されます。 カウ
ントイン時にはレコーディングは行われません。

　REMINDER: カウントインの長さを 1～8小節の中で設
定するか、もしくはOF(off) に設定してカウントインを無効
にすることもできます。

カウントイン後に 95000 がレコーディングを開始します。
CLIX メトロノームを聴くには、MONITOR OUTからの信号
またはヘッドホンでモニターし、CLIX LVL と HEADPHONE 
LVL ノブが適切なレベルになっているかをご確認ください。

PLAYまたはRECORDフットスイッチを押すとループが終了
しますが、必ずしも正確なタイミングで操作できるとは限りま
せんので、現在の小節の最初の 2ビート内で PLAYまたは
RECORDフットスイッチが押されると、95000 はループの
長さを前の小節の最後で切り捨てます。 3 ビート目以降に
PLAYまたはRECORDフットスイッチを押した場合には、
95000 は現在の小節の最後までレコーディングを続けてから
ループを終了します。 microSDHCカードの容量次第ですが、
何回でもレコーディングすることが可能です。

CLIX メトロノームのテンポは、TEMPOスライダーか TAPボ
タンを 2回押すことで調整することができます。 テンポを調整
するのは、Recoed-Ready モード ( レコーディング待機状態 )
か、RECORDフットスイッチを押す前に行うのが最適です。



3. Recoed-Ready モード ( レコーディング待機状態 ) を終
了するときは、NEW LOOPボタンをもう一度押してくだ
さい。

4. Recoed-Ready モード ( レコーディング待機状態 ) で、
クオンタイズモードまたはノンクオンタイズモードを選択
します。

5. RECORDフットスイッチを押してレコーディングを開始
します。 録音が行われると LEDに BAR( 小節 ) と BEAT
( 拍 ) が表示されます。

新規ループレコーディング中は、REVERSE、OCT、
EXT. CLOCK、MIXDOWNボタンは無効です。

新規ループレコーディング中に TEMPOスライダーを動
かしても、レコーディングしているピッチには変化はあり
ません。新規ループのレコーディングだけではなく、オー
バーダビングを行っていたとしても同様です。TEMPOス
ライダーは新規ループレコーディング中には動かさないよ
うにして、新規ループがメモリーされてループの長さが決
定してから動かすようにして下さい。

クオンタイズモードでベストな動作を得られるようであれ
ば、常にQuantize を ONにしておいてください。 そうでな
い場合には、新しいループをレコーディングする際には
RECORDフットスイッチを押す前にクオンタイズの
ON/OFF を常にご確認ください。

新規ループのレコーディング中にQUANTIZE ボタンを押す
と、クオンタイズモードに切り替わってループを終了します。 
クオンタイズモードでループを開始すると、2小節のカウン
トインを入れることができますが、ループのレコーディング
中にQUANTIZE ボタンを押すことで小節の途中でループを
終了することができます。PLAYフットスイッチを押してルー
プを終了すると、小節の途中でカットすることなくすぐに終
了します。

新しいループをレコーディングしてループの長さが設定され
ると、クオンタイズモードは 95000 の状態には影響しませ
ん。
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Stereoモード  

新規ループのレコーディング 

 

 

 



 

 



 

 
新規ループのレコーディングを終了する

 
 
 

ステレオで、もしくは 2つのモノラルトラックを同時にレ
コーディングする場合には、ステレオペアの両方のトラック
セレクトボタンを長押しすることでステレオモードがONに
なります。 ステレオモードに入ると、ステレオペアの両方の
トラックセレクトボタンが点灯します。 トラック 1&2、3＆
4と5＆6の3つのステレオペアを使用することが可能です。

ステレオモードをOFFにするには、ONにするときと同じ
方法でステレオペアの両方のボタンを長押しします。 ステレ
オモードは、いつでもONにすることができますが、 New 
Loop をレコーディングする前、もしくはオーバーダビング
を行う前にONにしておいて下さい。

モノラルレコーディングでループを開始し、途中でステレオ
モードに切り替えてトラックペアでレコーディングすること
も可能です。逆に、ステレオでレコーディングを開始してか
らモノラルに変更することもできます。

1. ループが何もない場合は、RECORDフットスイッチを押す
とレコーディングを開始します。 クオンタイズまたはカウン
トインがOFFのときはループはすぐにレコーディングをス
タートします。

2. 現在のループにすでにレコーディングした別のオーディオが
あってその場所に新しいループを作成したい場合は、NEW 
LOOPボタンを押してRecoed-Ready モード ( レコーディ
ング待機状態 ) にすると、RECORD LEDが点滅します。

新規ループのレコーディングを終了するには、PLAYまたは
RECORDフットスイッチのいずれかを押します。 新規ループ
をレコーディングしていてうまくいかなかった場合には、
TRACKと UNDOフットスイッチを同時に押すか、もしくは
NEW LOOPボタンを押してすぐにレコーディングを停止し
てループを破棄してください。

● PLAYフットスイッチを押すと、自動的にオーバーダブ
モードになり、RECORDと PLAY両方の LEDが点灯し
ます。 ループが最初に戻り、トラック 1にレコーディン
グしたループの再生が開始します。同時にトラック 2が
アクティブになり、すぐにレコーディングを開始します。

● RECORDフットスイッチを押すと 95000 がすぐにプレ
イモードに入ります。ループが最初に戻り、トラック 1
でレコーディングしたループの再生が開始して PLAY 
LEDが点灯します。 同時にトラック 2がアクティブト
ラックになります。

● NEW LOOPボタンを押すと、95000 は新規ループのレ
コーディングを停止し、レコーディングされたループが
あればすぐに破棄します。



ループナンバーは、MIDI PC およびCCメッセージで変
更することもできます。
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ループの長さとストレージ  

 

 

 

 

 

ループナンバーの変更
 

 

ループ、トラックのオーディオを消去する 

ループの消去  
 

 
トラックの消去 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

新規ループをトラック 1にレコーディングすると、ループの
長さは特定のループの全てのトラックに対して自動的に設定
されます。任意のループの長さは新規ループをレコーディン
グするときに設定され、7つのトラック全てのループの長さ
は常にトラック1のループの長さと同じになります。例えば、
10秒の新規ループをレコーディングしたとすると、7つのト
ラック全ての長さも 10秒になります。 トラック 3で 10秒
よりも長いもしくは短いループをレコーディングすることは
できません。

注意：新規ループでレコーディング可能な最短のループの
長さは 1.5 秒になります。

95000 に使用するマイクロ SDHCメモリカードは、カード
のサイズや各ループの長さに関係なく、最大 100ループを格
納可能です。ループオーディオは常にメモリされ、マイクロ
SDカードのメモリからダイレクトに再生されます。別の
microSDHCカードを使用すれば、さらに 100個のループに
アクセスすることができます。

　ループの長さとストレージの詳細については、このマニュ
アルの後半の「メモリカードとUSB」を参照してください。



専用の LOOPフットスイッチでの操作、もしくは LOOP/ 
DUBページが表示されているときにVALUEノブを回すこと
でループナンバーを変更することができます。

LOOP Up　フットスイッチを押すとループナンバーが 1つ
ずつ上がり、LOOP Down　フットスイッチを押すと 1つず
つ下がっていきます。LOOP Up または LOOP Down フット
スイッチを 1秒以上押し続けると、ループナンバーをハイス
ピードで上下スクロールできます。

95000 が待機状態または PLAYモードになっているときに
ループナンバーを変更できます。 95000 がループを再生して
いるときにループナンバーを変更すると、LEDディスプレイ
には新しいループナンバーが点滅して、現在別のループを再
生していることを示します。 現在のループの演奏が終了する
と、95000 は新たに指定したループナンバーに変わります。 
すぐにループを変更する場合は、95000 が待機状態であるこ
とを確認してください。 次に、ループナンバーを変更して
PLAYスイッチを押します。 レコーディング中またはオー
バーダブモードではループを変更することはできません。



フットスイッチを使用して、ループまたは特定のトラックを
消去します。

オーバーダビング、Play、待機モード：
● TRACKと UNDOフットスイッチを同時に約 2秒間長押し
すると、全てのトラック LEDが急速に点滅して 95000 が
現在選択されているループを消去しようとしていることを
示します。 ループが消去されると、トラック LEDは点滅を
停止するのでフットスイッチを離します。

● トラックLEDが点滅しなくなる前に、片方または両方のフッ
トスイッチを離すとループは消去されません。

● ループを消去した後は、ループオーディオを元に戻したり
復元したりすることはできません。

● 指定したループナンバーに新規ループをレコーディングし
始めると、そのループナンバーの以前レコーディングした
全てのオーディオが上書きされ復元できなくなります。

オーバーダビング、Play、待機モード：
● トラックボタンを点灯させて、消去したいトラックがアク
ティブであることを確認します。

● TRACKフットスイッチを約 2秒間長押しすると、
TRACK LEDと TRACKボタンがすばやく点滅します。 ト
ラックが消去されると LEDが点滅しなくなるので、その
後 TRACKフットスイッチを離してください。

● Track Erase を停止したい場合は、LEDが点滅しなくな
る前に TRACKフットスイッチを離します。

● トラックを消去した後、UNDOフットスイッチを押すこと
でトラック消去を取り消すことができます。

● 新規ループのレコーディング中は、Track Erase は無効に
なります。
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オーバーダビング・トラックについて 
 
オーバーダビング・トラックのセレクト 

オーバーダビング 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

DUBセッティング(aka Feedback) 

 

 

 

 


 

 

 
 
 
 

トラック 1に新規ループをレコーディングして完了すると、
自動的にトラック 2がアクティブとなります。PLAYフット
スイッチを押して新規ループのレコーディングを終了する
と、自動的にトラック 2にオーバーダビングを開始します。
RECORDと PLAYの両方の LEDが点灯し、オーバーダビン
グしていることを示します。

オーバーダビングするトラックをセレクトするには、
TRACKフットスイッチを押します。 TRACKフットスイッ
チを押すごとに (RECORD LEDが消灯していることをご確
認ください )、トラックナンバーの上にあるボタンが連続し
て点灯します。 TRACK SELECT ボタンが点灯しているト
ラックがアクティブで、オーバーダビングが可能です。

ステレオでオーバーダビングするには、ペアの TRACKボタ
ン (1＆2、3＆4、5＆6) を長押しして LEDを点灯させ、オー
バーダビングすることができます。TRACKフットスイッチ
を押すと、3つのトラックペアが切り替わります。 ステレオ
ペアの各トラックフェーダーは、ステレオモード時でも独立
して動作します。 モノラルトラックのオーバーダビングモー
ドに戻すには、任意のペアのトラックボタンを長押しします。 

すでにレコーディングしたループを選択してRECORDボタ
ンを押すと、RECORDと PLAYの両方の LEDがすぐに点灯
し、オーバーダビングが開始します。

ループが再生されているときにRECORDボタンを押せば、
ループサイクルの途中で即座にオーバーダビングモードに入
ります。

　オーバーダビングは、トラック LEDの点灯が示す現在アク
ティブなトラックでのみ起動します。

個々のトラックのDUBセッティングは、LOOP/DUBペー
ジの右側のパラメーターに表示されます。 DUBパラメー
ターを選択して変更するには：

1. PAGE ボタンを押して、3つのメインページをサイクル
させます。

2. VALUE ノブを押すと LOOPと DUBの設定が切り替わ
ります。 DUBがアクティブのときは、ディスプレイの右下
にドットが点灯します。

3. DUBを選択したらVALUEノブを回して、アクティブ
トラックのオーバーダブ・フィードバック量を変更します。 
フィードバック量のパラメーターの範囲は、0～10(0％～
100％) です。

DUBは、ディレイエフェクトのフィードバックコントロー
ルのように機能します。 オーバーダビングすると、アクティ
ブなトラックのレコーディング済みのオーディオレベルに
対して、そのトラックのDUBレベルの設定が反映します。 
DUBが 10に設定されている場合は、レコーディング済み
のオーディオはレコーディング時と同じボリュームで残り
ますが、DUBが 10以下で設定されている場合には、レコー
ディング済みのオーディオの音量はDUBのフィードバック
設定に従って下がります。 8 ～ 9といった高い値で設定す
ると、95000 をロングディレイ・ペダルのように使用する
ことも可能です。 DUBを 0に設定すると、レコーディング
済みのすべてのオーディオが消去されます。

UNDO機能をによって、最後のオーバーダビングを元に
戻すことが可能です。 DUBが 10未満の設定でオーディ
オを消去した場合は、UNDOフットスイッチを押せば消
去したオーディオを復元します。

各トラックのDUBフィードバックレベルはすべてのループ
に適用され、自動的に内部メモリに保存されリコールされ
ます。 例えば、ループ 3で作業していて、トラック 6の
DUBレベルを 7(70％) に設定したとします。 この後別の
ループに切り替えたとしても、トラック 6の DUBレベル
は 7に設定されます。



● TEMPOスライダーと TAPボタンを使用して、サウン
ドのスピードを変えることができます。 オーバダブモー
ドで TAPボタンを 2回以上押すことで、ループのBPM
スピードを TAPボタンを押すテンポに即座に合わせる
ことが可能です。 この機能はパーカッション系のループ
ではうまく機能しますが、ピッチ・ベースのループでは
ピッチがずれる可能性があります。

● TEMPOスライダーがループの元のスピードと同じテン
ポに設定されると、TAPボタンが点灯します。 つまりは、
TEMPOスライダーを動かして、TEMPOスライダーが
元の設定に戻ったときにだけ TAPボタンが点灯すると
いうことです。 この TAPボタンインジケーターを利用す
れば、ループの元のピッチとテンポに簡単に戻ることが
できます。

● OCTボタンを押すと、ループのピッチとテンポを自動
的に 1オクターブ下げます。 TEMPOスライダーを使用
すれば、ループの速度を 1/2 ステップごとの半音単位
(COARSE モード ) または 1 BPM単位 (FINE モード )
で変更できます。 デフォルトでは、TEMPOスライダー
はCOARSE モードに設定されています。 TEMPOスラ
イダーのレゾリューションについては、セカンダリー
モードのページで変更できます。

● ループのプレイバック方向を逆にするには、リバースボ
タンを押します ( 新規ループをレコーディング時は除
く )。 リバース機能を使用すれば、逆方向のトラックや
セクションを簡単にレコーディングできます。

OCTボタンとREVERSE ボタンでいずれかの機能をア
クティブにすると、アクティブなトラックだけでなく、
全 6トラックとミックスダウントラックの両方で機能し
ます。
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オーバーダビング中のサウンドコントロール
 

 
 

パンチ・イン

パンチ・インを実行するには：
 

 

 

 

 

 

特定のボタンやスライダーの操作によって、オーバーダビ
ング中にサウンドをコントロールすることができます。

 

オーバーダビング中に PUNCHボタンがONになっている
と、アクティブ状態のトラックにレコーディングされたルー
プはすべて消去されてしまいますのでご注意ください。パ
ンチ・インは、演奏を間違えた箇所を修正したり、リアル
タイムでループの 1つのセクションやトラックを消去する
場合に便利です。

プレイバック中は、アクティブなトラックのフェーダーを
上げればそのトラックのオーディオが聴こえます。パンチ・
インをONにしてRECORDを押すと、その瞬間からその
トラックは無音になり、レコーディング済みのオーディオ
は同時に消去されながら、ループオーバーダビングとして
新しい素材をレコーディングすることができます。

1. パンチ・インするトラックを選択します。

2. PUNCHボタンを押して点灯させます。

3. PLAY フットスイッチを押してループを再生します。

4. パンチ・インを行うポイントに達したら、RECORDフッ
トスイッチを押します。 すぐに録音済みのオーディオの
消去しながら、アクティブなトラックに新しいオーディ
オをレコーディングします。

5. パンチ・インのセクションが終了したら、RECORDフッ
トスイッチをもう一度押して、ループを聴き続けながら
レコーディングを停止することができます。
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ミックスダウンについて 
 
ミックスダウンとは 

 

ミックスダウンを行う  
 

 

 
ミックスダウンが終了したら 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

95000 では、6つの録音済みトラック、DRY OUTPUTト
ラック、およびMixdown トラックを組み合わせたシンプ
ルなミキサーを備えています。 ミキサーの出力は L、R の
OUTPUT端子、HEADPHONES 、MONITOR OUT端子へ
とそれぞれ送られます。 6 つのトラック、DRY OUTPUT、
およびミックスダウントラックのボリュームはそれぞれ個
別に調整することが可能で、PANノブを使って6つのトラッ
クとDRY信号のステレオポジションを調整します。 

注意：MONITOR OUT端子はHEADPHONES ステレオ出
力をミックスしてモノラルで出力します。

● ミックスダウン中、6つのモノラルトラックは、Digital 
Signal Processing(DSP) を介して 95000 の内部で
ミックスされます。 6 つのモノラルトラックの内部ミキ
サーの出力は、ミックスダウントラックの入力と各出力
端子に送られます。 ミックスダウントラックはステレオ
トラックなので、レコーディングしたとおりの左右の定
位となります。

● ミックスダウントラックはリアルタイムでオーディオを
レコーディングするので、トラックフェーダーまたはパ
ンノブの調整をレコーディング中に行えばミックスダウ
ントラックにそのまま反映してレコーディングされま
す。

● ミックスダウントラックには、音量をコントロールする
専用のフェーダー (MIXDOWN) があります。

● INPUT 端子のオーディオをミックスダウントラックに
直接レコーディングすることはできません。 6 つのモノ
ラルトラックのいずれかにレコーディングされたオー
ディオのみミックスダウントラックにレコーディングが
可能です。

● ミックスダウントラックには、他の 6トラックと同様に
DUBフィードバックレベルコントロール機能がありま
す。 ミックスダウントラックに何度もレコーディングす
るには、DUBセッティングを使用します。

1. 95000 が待機状態のときにMIXDOWNボタンを 1回
押します。MIXDOWNボタンが点灯したら、ノーマル
のミックスダウン行う準備が完了です。

2. ミキシングに入るにはRECORDフットスイッチを押し、
ミックスダウンをリハーサルするには PLAYを押しま
す。 ミックスダウンテイクが気に入らなければ、やり直
しすることができます。

3. ミックスダウンモードのときに PLAYフットスイッチを
押すのは、他のトラックがアクティブなときに PLAY
フットスイッチを押すのとまったく同じです。 6 つのモ
ノラルトラックにすでにレコーディングされているオー
ディオを変更するのではなく、 単に聴き直すだけになり
ます。

4. ミックスダウンを行う準備が完了してからRECORD
フットスイッチを押すと、すぐにミックスダウンを開始
します。 ミックスダウンするときにはループ最初から開
始する必要はなく、ループの途中からでも始めることが
できます。

5. ミックスダウンが終了したら、RECORDまたは PLAY
を押してレコーディングを停止します。

 

ミックスダウンが完了したら、そのミックスを聴いてを仕
上がりを確認してみましょう。 修正が必要な場合には、もう
一度やり直してください。 最初からやり直すには、UNDO
フットスイッチを押すか、ミックスダウントラックのDUB
レベルを 0に設定して、前のミックスを消去しながら新し
いミックスをレコーディングします。

ミックスダウンのヒント：
● ミックスダウントラックにオーバーダビングを行うこと
も可能です。 この場合、ミックスダウントラックの
DUBレベルはディレイエフェクトのフィードバックコ
ントロールのような効果を生みます。 たとえば、6つの
トラックに新たにレコーディングを行ってそれらをミッ
クスダウントラックにミックスすることができるので、
計 12のミックストラックを作ることも可能です。

● ケーブルで 95000 の OUTPUTと INPUTを接続して、
ミックスダウントラックを 1つもしくは 2つのトラッ
クにレコーディングすることができます。 これを行う場
合は、不要なフィードバックを避けるためにDRY 
OUTPUTスライダーを下げておいてください。

● コンスタントテンポ・ミックスダウンモードにすると、
フランジャーまたはピッチベンドのエフェクトを作り出
すこともできます。

Mixdown モードを終了するには、LEDボタンが点灯しな
くなるまでMIXDOWNボタンを押すか、TRACKフットス
イッチを押します。
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コンスタントテンポ(CT)・ミックスダウンモード 
 

 
 

 

 

コンスタントテンポ・ミックスダウンを行う  

 

 
 
 
 
 
 

  

通常のミックスダウンでは、6つのモノラルトラックが再
生するテンポでミックスダウンします。 すべてのトラック
は、マルチトラックレコーダーのように常に同じスピード
でロックされています。 このスピードは、TEMPOスライ
ダー、TAPボタン、または外部MIDI クロックによって設
定することができます。通常のミックスダウン中は、
95000 のスピードやテンポ (BPM) を変更することができ
ますが、ミックスダウントラックを再生したときにピッチ
の変化は反映されません。

CTミックスダウンモードでは、ミックスダウントラックが
ループをレコーディングしたときのテンポやスピードで
ロックされますが、テンポスライダーで 6つのトラックの
スピードを変えることができます。この機能を使えば、フ
ランジャーやピッチベンドなどのエフェクトを使ってミッ
クスダウントラックを作成することもできます。

CTミックスダウンモードに入ると、TEMPOスライダーは
テンポとピッチを調整することができます。コントロール
レンジは－1オクターブ～＋1オクターブの範囲で、スライ
ダーが中央に設定されているときは変化は 0になります。 
TEMPOスライダーを上げると 6つのトラックでテンポが
2倍になり、 TEMPOスライダーを下げると 6つのトラック
のテンポは半分になります。 スライダーを中央の位置に設定
すると TAP LEDが点灯し、テンポに変化がないことを示
します。 それ以外の設定では、TAP LEDがすばやく点滅し
ます。

TAPボタンは、CTミックスダウンモードでは無効になり
ます。

CTミックスダウン中にREVERSE ボタンを押すと、ミッ
クスダウントラックのレコーディング中に 6つのトラッ
クが逆方向に再生されます。 これにより、トラックをレ
コーディングした後で ( ミックスダウントラック上の ) ト
ラックをリバースプレイすることができます。

95000 が待機状態のときに、MIXDOWN LEDが急速に点
滅するまでMIXDOWNボタンを長押ししてください。 CT
ミックスダウンモードを開始または終了するには、95000
が待機状態である必要があります。

この時点で、RECORDまたは PLAYフットスイッチのいず
れかを押します。 RECORDフットスイッチを押すと、CT
ミックスダウンを開始します。 ミックスダウンバランスを事
前に確認するリハーサルを行うには PLAYフットスイッチ
を押します。

CTミックスダウンをリハーサルするときは、RECORDボ
タンを押してミックスダウントラックにオーバーダビング
することが可能です。

ミックスダウントラックにレコーディング済みのオーディ
オがある場合は、ミックスダウントラックのDUBレベルを
10に設定することでオーディオを消さないで残すことがで
きます。

● CTミックスダウン中に TEMPOスライダーをいずれか
の方向に動かすと、ピッチをずらした効果を得られます。

● TEMPOスライダーを大幅に動かした場合、ミックスし
ているトラックが元のタイミングと同期しなくなること
があります。

CTミックスダウンを停止するには、RECORDフットスイッ
チを押してプレイバックモードにするか、PLAYフットス
イッチを押して 95000 を停止します。

CTミックスダウンモードを開始または終了するには、
95000 が待機状態のときに LEDが消灯するまで
MIXDOWNボタンを押します。 TRACKフットスイッチを
押してCTミックスダウンモードを終了することもできま
す。

前のページの「ミックスダウンが終了したら」を参照して、
次に行うことのヒントやアイデアを確認してみてください。
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メモリーカード & USB  
 
microSDHC メモリーカード  

 

 
 

 

 
使用可能なmicroSDHCメモリーカード

  

 
 
 
 

microSDHCメモリーカードのフォーマット

 

 
microSDHCカードを取り外す  

● 95000 は、非圧縮 16ビット /44.1kHz のサンプリン
グレートでオーディオをレコーディングします。 

● レコーディングしたすべてのオーディオは、Micro 
SDHC(Micro Secure Digital High Capacity) メモリー
カードに保存されます。 microSDHCカードスロット
(「microSD」と表示 ) は、95000 のリアパネルにあり
ます。

● 95000 では、4GB～ 32GBまでのmicroSDHCカー
ドのみを使用可能です。 カードに記載のある半円の中の
数字が示すスピードクラスが 10以上のカードのご使用
をお勧めします。 標準サイズの SDカード、micro SD
やmicroSDXCカードは使用することができません。

本機には 16GBカードが付属しており、最大 375分のルー
プレコーディングが可能です。 たとえば、1ループの長さが
375分、またはそれぞれ 3分 45秒の長さのループを 100
ループレコーディングします。

カード容量は、カードが保持できるループ数 (100) には影
響しません。 たとえば、32GBカードを使用した場合でも
保存できるループの数は 4GBカードと同じですが、32GB
カードではより長いループを保存することが可能です。

　UNDO機能は、各トラックの消去前のオーディオをメモリ
カードに保存する必要があるため、レコーディング合計時間
に影響を及ぼします。

　カードスロットに適切な SDHCカードが挿入されていない
場合、レコーディングやプレイバックすることができません。

●　カードタイプ：microSDHC
●　最小カードサイズ：4GB
●　最大カードサイズ：32GB
●　カードスピード：クラス 10以上を推奨
●　最小ループレコーディング時間：1.5 秒
●　各カードサイズのレコーディング可能時間：

4GB = 93 分 (1 時間 33分 )
8GB = 187 分 (3 時間 7分 )
16GB = 375 分 (6 時間 15分 )
32GB = 750 分 (12 時間 30分 )

FAT32 ファイルシステムでフォーマットされたmicro 
SDHCメモリーカードのみをご使用ください。 ほとんどの
カードは FAT32 用にあらかじめフォーマットされていま
す。 microSDHCカードをフォーマットする必要がある場合
は、Windows およびMac OS X による標準の書式設定ユー
ティリティではなく、SD Association(http://www. 
sdcard.org/downloads/formatter_4) が発行する公式の
SD Card Formatter ツールを使用することをお勧めしま
す。  SD Card Formatter ツールはWindows とMac OS 
X の両方で使用可能です。

microSDHCカードを取り外すには、カードを内側に押し
込むことでスプリングの力でスロットからカードが押し出
されるので、その後にカードを引き出します。 microSDHC
カードを交換するには、スロットに新しいカードを挿入す
るだけです。

カードを取り外す前には 95000 が待機状態であることを確
認してください。 95000 がプレイバック、レコーディング、
またはオーバーダビング中にカード取り外すと、カードの
ファイルシステムが破損し、読み込みや書き込みを正常に
行うことができなくなりますのでご注意ください。 このよう
な状態に陥った場合は、95000をWindows PCにUSBケー
ブルで接続し、Scandisk ユーティリティを実行してカード
を修復してください。 Mac ユーザーの場合は、95000 をコ
ンピューターに接続し、Disk Utility アプリに組み込まれて
いるRepair Disk 機能を実行します。 それでもカードが復
旧しないときは、前述のとおり FAT32 でカードを再フォー
マットしてください。

再フォーマットを行うと、カード上のすべてのループが完
全に消去されますので予めご了承ください。
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USB端子：コンピューターで95000を使用する  

 
 

 

 
microSDHCカードのファイルについて

 
ファイルのバックアップ
 

 

 

 

 

95000 の USB端子を使用すると、標準のUSBケーブルを
経由してコンピューターにファイルを転送できます。 USB
端子は、95000 リアパネルのmicroSDカードスロットの
隣にあります。

95000 を USBコネクタを介してコンピューターに接続す
ると、95000 のmicroSDHCカードが「リムーバブルディ
スク」として表示され、microSDHCカードとの間でファ
イルをコピーすることができます。 95000 は、Windows 
XP 以降の PC、Mac であればOS X 以降であれば自動的に
認識されます。

必要に応じて、USB接続によってソフトウェアをアップ
グレードすることが可能です。 www.ehx.comの 95000
の製品ページで、最新バージョンを使用していることを
ご確認ください。 
注意：ソフトウェアのバージョン番号は、起動時に一時
的に表示されます。 ソフトウェアをアップグレードする
必要がある場合は、それに伴う説明が含まれます。

95000 は、すべてのオーディオファイルを .WAVファイル
として記録し、Wave ファイルを実行可能なオーディオプ
ログラムにおいて再生や編集が可能です。 すべての PCと
Mac において .WAVファイルを再生することができます。 
95000 で制作したファイルを別のソフトウェアアプリケー
ションにインサートすることもできます。

95000 とコンピューターのUSB接続を適切に取り外すに
は、コンピューターに応じた手順に従います：

● Windows：画面の右下にある「ハードウェアの安全な
取り外し」アイコンをクリックして、USB大容量記憶
装置を選択し、STOPボタンを押します。

● OSX：Finder に移動し、SDカードアイコンをゴミ箱に
ドラッグします。

PCまたはMacを使用すれば、95000以外で作成されたオー
ディオファイルをインポートしたり、ループをmicro 
SDHCカードにバックアップまたは復元することもできま
す。

microSDHCカードのファイルシステムを見ると、各ルー
プが入った LOOP00 から LOOP99 までのラベルが付いた
フォルダをご確認いただけます。 レコーディングされたルー
プ番号だけにフォルダがあり、たとえばループ 20にレコー
ディングしたことがない場合、LOOP20 というフォルダは
ありません。

ループフォルダの 1つをダブルクリックすると、フォルダ
内に少なくとも8つのファイルが表示されます。 8つのファ
イルの名前は、各ループフォルダで同じです。(TEMPO. 
TXT; TRACK1.WAV; TRACK2.WAV; TRACK3.WAV; 
TRACK4.WAV; TRACK5.WAV; TRACK6.WAV; TRACK 
M.WAV)。 ループフォルダには、.UND、.DAT、および .
TRKという拡張子を持つファイルも含まれます。 ループを
95000 に戻すと、これらのファイルは以前にレコーディン
グしたトラックに対してUNDO/REDOを実行するために
使用されます。

.TRKファイルは一時的な .WAVファイルです。 バックアッ
プ中に .TRKファイルが見つかった場合は、ファイルを示す
ウィンドウを閉じてください。 95000 でバックアップして
いるループを再生すると、ループを少なくとも 2回サイク
ルします。 ファイルをもう一度見ると、.TRKファイルは .
WAVファイルに変わります。

1. コンピューターと 95000 の両方が起動していることを
確認してください。

2. 95000 を標準のUSBケーブルでコンピューターに接続
します。

3. コンピューターでリムーバブルディスクを探します。

4. メモリカードのウィンドウを開きます。 少なくとも 1つ
のフォルダ LOOP00 が表示されます。 95000 でレコー
ディングした各ループは、それぞれの LOOPxx フォル
ダに記録されます。

5. 各 LOOPxx フォルダの中には多数のファイルがありま
す。 ループフォルダを 95000 に復元する予定がある場
合は、ループの全フォルダをコンピューターのハードド
ライブの優先ディレクトリにコピーしておくのがベスト
です。ループフォルダの名前を変えてハードドライブ上
に保存すれば、フォルダの内容を簡単に判別することが
できます。バックアップするときは、7つのオーディオ
ファイル、TEMPO.TXT ファイル、UNDOファイルを
含むすべてをループフォルダに保存することが重要にな
ります。すべてのオーディオファイルが存在する場合に
のみループをプレイバックするので、TEMPO.TXT が
存在しない場合には意図したとおりに再生されないこと
があります。もしもハードドライブのスペースが限られ
ている場合は、少なくとも .AAVファイル 7個と .TXT
ファイルをすべてコピーしてください。 バックアップ時
に .UNDファイルを省略することができます。ただし、
ループを復元するときに最後のセッションからのオー
バーダビングに対してアンドゥ /リドゥを行うことはで
きません。

6. 95000 をコンピューターから取り外すには、コンピュー
ターの特定の取り出し手順に従います。
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ファイルの復元  
 

 

 

 

 

 

 
 

オーディオファイルのインポート 

 
 
 
 

  

1. コンピューターと 95000 の両方が起動していることを確
認してください。

2. 95000 を標準のUSBケーブルでコンピューターに接続し
ます。

3. コンピューターでリムーバブルディスクを探します。

4. 95000 に復元するハードドライブ上のフォルダを探しま
す。ファイルが他のファイルを持たない独自のフォルダに
ある場合は、フォルダ全体を 95000 のmicroSDHCカー
ドのルートディレクトリにコピーして、必要に応じてフォ
ルダの名前を LOOPxx に変更します。ここで、xx に割り
当てられるのは 00～99の使用可能なループナンバーです。
ループに元々割り当てられていた同じループナンバーに
フォルダを復元する必要はありません。

 ファイルをmicroSDHCカードに復元するときは、7つの
オーディオファイル、TEMPO.TXT ファイル、UNDOファ
イルを含むすべてをループフォルダに保存することが重要
になります。すべてのオーディオファイルが存在する場合
にのみループをプレイバックするので、TEMPO.TXT が存
在しない場合には意図したとおりに再生されないことがあ
ります。アンドゥ /リドゥファイルを使用する必要がない
場合は、そのファイルを含む必要はありません。

5. リムーバブルディスクをコンピューターから取り出します。

6. 95000 のループナンバーを選択します。

7. 95000 を再生します。オーディオファイルが復元されてい
るはずです。

95000 は、コンピューターとUSBを使用してmicroSDHC
カードにインポートすることによって、95000 以外で作成さ
れたオーディオファイルを再生してオーバーダビングすること
ができます。 オーディオのインポートを正しく機能させるため
には、次の重要なルールに従ってください：

● オーディオファイルは .WAV形式でなければなりません。

● .WAVファイルは 16ビット、サンプルレートは 44.1 
kHz でなければなりません。

● ステレオミックスダウンファイルと TEMPO.TXT ファイ
ルだけでなく、6つのモノトラックファイルがすべて揃っ
ている必要があります。

● 7 つのオーディオトラックはすべて同じ長さでなければな
りません。

● TEMPO.TXT ファイルは、すでに存在するループからコ
ピーする必要があります。 2 行目の TEMPO = xxx.xxxxx 
bpmに、ループを作成するときに使用したBPMを書き
込みます。 95000 の TEMPOスライダーをそのテンポに
設定すると、TEMPO LEDが点灯し、ループノーマルスピー
ドでプレイバックされます。 TEMPO POT というラベル
の付いたフィールドは空白のままにしてください。

● インポートしたファイルをすでに SDカード上にあるルー
プフォルダにコピーすることができます。その場合は、そ
の時点でコピー先にあるものを消去することになります。
00から 99の間で任意の数を指定して新規のループフォ
ルダを作成できます。
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MIDI シンク 
 

 
IN(内部クロックシンクモード)  

 
XT(ノーマル外部クロックモード)

 

 
 

 
BX(ビートシンク外部クロックモード)

このマニュアルの前半で、95000には3つのクロック同期モー
ドがあることを記載しました。 1 つは内部 (IN) で、他の 2つ
のモードは、外部：XT( 標準外部MIDI クロック同期 ) および
BX( ビート同期外部クロックモード ) です。

EXT. CLOCKボタンを押すごとに次の 3つのクロックモード
が切り替わります。
1. IN：EXT. CLOCKボタンをOFF にする
2. XT：EXT. CLOCKボタンが点灯する
3. BX：EXT. CLOCKが急速に点滅する

95000 は、内部のテンポ設定に基づいてMIDI クロックを生
成し、MIDI クロック、スタートおよびストップメッセージを
MIDI OUT コネクタに送信します。 このとき、外部クロックは
無効になり、MIDI IN メッセージは無視されます。

内部クロックに設定すると、現在のテンポ設定で常にMIDI ク
ロックが出力されます。 MIDI クロックに加えて、95000 は、
ループがストップまたはスタートするたびにMIDI ストップお
よびスタートコマンドも生成します。

PLAYまたはRECORDフットスイッチを押してループのプレ
イバックを開始すると、95000 はMIDI スタートコマンドを
送信します。 NEW LOOPボタンを押してRecoed-Ready
モード ( レコーディング待機状態 ) に入ると、95000 はMIDI
スタートコマンドも送信します。

ループを停止して 95000 が待機状態になると、MIDI ストッ
プコマンドが送信されます。 したがって、ループをプレイバッ
ク中に PLAYまたはRECORDフットスイッチを押してルー
プをストップすると、MIDI ストップコマンドが送信されます。

クオンタイズモードでは、RECORDフットスイッチを押すと
すぐに、95000 はMIDI メッセージを送信してMIDI スレーブ
デバイスをリセットし、1拍目でプレイバックを再開します。

XTモードに設定すると、95000 はMIDI クロックだけでなく、
MIDI スタート、ストップ、SPP(Song Position Pointer) メッ
セージにも反応します。

プレイバックスタート時またはストップ時にMIDI マスターデ
バイスがMIDIスタートおよびストップコマンドを送信すると、
95000 はループのプレイバックをスタートまたはストップし
ます。 例えば、ドラムマシンなどの外部MIDI 機器で PLAYを
押すと 95000 がループのプレイバックをスタート、外部
MIDI 機器の STOPを押せば 95000 がストップします。

95000がRecoed-Readyモード(レコーディング待機状態)
のときにRECORDフットスイッチを押すと、RECORD 
LEDがすばやく点滅し始めます。 95000 がMIDI スタート
コマンドを受信すると、新規ループのレコーディングを開始
します。 Recoed-Ready モード ( レコーディング待機状態 )
の場合は、RECORDフットスイッチではなくNEW LOOP
ボタンを押します。 95000 がMIDI スタートコマンドを受
信すると、メモリに保存されたループがプレイバックされま
す。 現在のループナンバーが空の場合、95000 は自動的に
Recoed-Ready モード ( レコーディング待機状態 ) になり
ます。

95000 は SPP(Song Position Pointer) メッセージにも反
応します。 シーケンサーやドラムマシンといった外部機器を
任意の小節に進めると、95000 が待機状態であるかループ
のプレイバック中かに関わらず、95000 はMIDI マスター
デバイスによって指定された小節にジャンプします。 指定さ
れた小節がループの長さを超える場合、95000 はループを
正しい位置にナビゲートします。

たとえば、95000 が 4小節のループに設定されている場合、
シーケンサーを 6小節目の先頭に移動して PLAYフットス
イッチを押すと、95000 は 2小節目の先頭からプレイバッ
クを開始します。 LEDディスプレイがBARS/BEATS 表示
する設定の場合には、ループのポジションをMIDI で変更す
るときにそのポジションを表示します。

95000 は、連続したMIDI クロック信号を送信する
MIDI マスターデバイスとの使用に最適です。 ただし、プ
レイバックをスタートすると、MIDI クロック信号のみが
送信されるデバイスもあります。 このタイプのデバイス
では、最後にMIDI クロック信号が送信されてからMIDI
マスターテンポが変更された場合、95000 は新しいテン
ポに完全に合わせるためにループの 1～3小節をプレイ
バックさせる必要があります。 この間、ループのスピー
ドを劇的に変化させて調整することがあります。

BXモードは、MIDI スタートコマンドを無視する点を除いて 
XT モードに似ています。その結果、95000 でプレイバック
を開始することなく、MIDI マスターデバイスでプレイバック
を開始することができます。 MIDI マスターを起動させると、
95000 はマスターのMIDI クロックに追従してマスターのロ
ケーションに同期します。 PLAYフットスイッチを押すと、
95000 はMIDI マスターデバイスのテンポに同期してループ
の最初からプレイバックを開始します。



8. 最後の小節の 3拍目または 4拍目で、PLAYまたは
RECORDフットスイッチを押します。 95000 は、小節の
最後にループの長さを自動的に設定します。

9. クオンタイズモードでは、スイッチを押したタイミングに
最も近い小節数でループの長さを決定します。 各小節の長
さは 1～8拍で、デフォルトの長さは 1小節につき 4拍で
す。

例：各小節が 4拍の長さの 4小節のループを作成してみ
ましょう。 まずは、クオンタイズをONにして新規ループ
のレコーディングを開始します。 レコーディング中に、4
小節目の 3拍目から 5小節目の 2拍目の前までの間で
PLAYフットスイッチを押してループの長さを設定しま
す。 95000 は、ループの長さを延長または切り捨てて正
確に 4小節に合わせます。 4 小節目の最後に 95000 はレ
コーディングを停止し、直前にレコーディングしたループ
のプレイバック /オーバーダビングを開始します。 オー
バーダビングせずにループをプレイバックしたい場合は、
PLAYの代わりにRECORDフットスイッチを押してくだ
さい。
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チュートリアル：MIDIクロックスレーブや
                                マスターとしての95000 

 

 

 

 

 

 
 

● 95000 は、ビートシンク外部クロックモードでは常にルー
プの先頭からプレイバックを開始します。

● 95000 は、PLAYまたはRECORDフットスイッチを押す
と、MIDI マスターの次の拍がプレイバックされるのを常に
待ちます。 この動作は、95000 がマスターMIDI クロック
と同期していることを示すものです。

● 95000 をMIDI マスターデバイスの 1拍目と同期させたい
場合は、MIDI マスターデバイスの 1拍目の前に PLAYフッ
トスイッチを押してください。

注意：XTまたは BXモード時、95000 はMIDI クロック
信号を受信待機します。 PLAYフットスイッチを押しても
有効なMIDI クロック信号がない場合、PLAY LEDが素早
く点滅して、95000 がMIDI マスターデバイスと同期でき
ていないことを知らせます。 MIDI クロックがない状態で新
規ループをオーバーダビングまたはレコーディングしよう
とすると、RECORD LEDが素早く点滅します。

95000 をMIDI クロックでスレーブまたはマスターとして使
用する場合は、ループの長さが正確な小節の長さになるように
クオンタイズモードをONにします。 クオンタイズモードを使
用しない場合、ループの長さは小節の長さよりも少し長くなり
ます。 このミスマッチは、マスターデバイスに対してテンポが
同期されていても、MIDI クロックマスターまたはスレーブに
対してループの統制を取ることが難しくなります。

MIDI クロックスレーブとしての95000
95000 をMIDI クロックスレーブとして使用して任意の小節
数のループを作成する場合は、次のようにクオンタイズをON
に設定して最初のループ ( またはNew Loop) をレコーディン
グします。

1. データが空のループナンバーからスタートます。

2. EXT. CLOCKボタンを押して点灯または点滅させて Ext. 
Clock モードをONにします。

3. QUANTIZE ボタンを押します。 QUANTIZE ボタンは、ク
オンタイズモードがONのときに点灯します。

4. NEW LOOPボタンを押すと RECORD LEDが点滅します。

5. RECORDフットスイッチを押すとRECORD LEDが素早
く点滅します。 95000 は、MIDI クロック信号とMIDI マ
スターからのスタートコマンドを待っている状態です。 ス
タートコマンドが受信されると、95000 はすぐにカウン
トインを、カウントインが無効の場合にはレコーディング
を開始します。

6. MIDI クロックマスターで PLAYフットスイッチを押すと、
95000 はすぐに 1小節のカウントインを開始します。 カ
ウントインは無効もしくは 1～ 8小節の任意の長さに設
定できます。 MIDI クロックでレコーディングするときは、
少なくとも 2小節のカウントイン設定をお勧めします。 こ
の方法では、ループレコーディングが開始されるまでに
MIDI クロックマスターとスレーブが互いに同期している
ことを確認できます。

7. BX モードでは、NEW LOOPスイッチまたはRECORD
フットスイッチを押すと、MIDI マスターをプレイバック
することができます。

● MIDI マスターでプレイバックを開始するときには、
BXモードが選択されていることを確認してください。

● RECORDフットスイッチを押すと、95000 はカウン
トインがOFF でも、MIDI マスターから次の 1拍目を
受信するとレコーディングを開始します。

● カウントインがONになっている場合、95000 はレ
コーディング前に指定された小節数をカウントダウン
します。
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注意：95000 がループのレコーディングを開始するには、
MIDI クロックマスターでプレイバックを開始するときに
外部クロックモードの 1つを選択する必要があります。 
95000 は、MIDI クロック小節内のどこにあるかを検知す
るために、MIDI スタートコマンド、その後に続くMIDI ク
ロック・メッセージを受信する必要があります。

ヒント：ループをレコーディングする前にループの長さ ( 小
節単位 ) がわかっている場合は、MIDI クロックでレコーディ
ングを開始する前に空のループを作成してください。 たとえ
ば、クオンタイズをONにして 2小節のループを作成すれば
そのループは正確な 2小節となり、テンポが 95000 の内部
で設定されているか、外部クロックで設定されていてMIDI
クロックシンクをを受信しているかにかかわらず常に正確に
設定されます。 

95000 の内部クロックモードで 2小節のループを作成した
後、外部クロックモードをONにして 95000 にMIDI クロッ
クを送信することができます。95000 はマスターのテンポで
レコーディング /プレイバックし、 常に 2小節でループしま
す。 ループ 0は 2小節、ループ 1は 4小節といったように、
ループの長さの異なる複数のループをmicroSDHCカードに
作成することもできます。 とすることができます。 空のルー
プを使用してレコーディングしたオーディオが不要な場合は、
各トラックごとに個別に消去してください。

MIDI クロックマスターとしての95000
EXT. CLOCKが無効になっていると 95000 が出力する
MIDI クロックのテンポはループの長さとは無関係で、テンポ
スライダーまたは TAPボタンの設定にかかわらず、95000
の現在のテンポ設定のみが影響します。 95000 をMIDI ク
ロックマスターとして使用する方法は下記のとおりです：

1. データが空のループナンバーからスタートます。

2. EXT. CLOCKボタンを押してライトを消灯させます。 外部
クロックモードがOFF になり、内部クロックシンクモード
がONになります。

3. QUANTIZE ボタンを押して点灯させクオンタイズモード
をONにします。

4. RECORDフットスイッチを押します。 95000 はすぐに
MIDI スタート・メッセージをMIDI クロックスレーブに送
り、スレーブはプレイバックを開始します。95000 はカ
ウントインを開始しますが、カウントインが無効の場合は
すぐにレコーディングを開始します。 実際のレコーディン
グが始まる前に、MIDI を同期させるときは、MIDI クロッ
クを正確なテンポに収めるために少なくとも 2小節のカウ
ントインを設定することをお勧めします。

5. カウントイン後、95000 はレコーディングを開始すると 
MIDI クロックも一緒に再生を開始します。

6. ループの長さを設定するには、ループの最後の小節の 3拍
目または 4拍目で PLAYまたはRECORDフットスイッチ
を押します。 95000 は、小節の最後にループの長さを自動
的に設定します。
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MIDIコントローラーとプログラムメッセージ 
 
Overview  

MIDIチャンネルの設定
 

 

MIDIコントロールチェンジ(CC)メッセージ

 

 



 

 
  

 

MIDIプログラムチェンジ(PC)メッセージ  

 

MIDI Thru 

MIDIでループナンバーを変更する 

 

MIDI を使用して、95000 のほとんどのボタン、スライダー、
ロータリー・コントロールのほぼすべてをリモートでオート
コントロールします。 L と R INPUT LEVEL ノブと
HEADPHONES LVL ノブに関しては完全にアナログコント
ロールなので、MIDI でコントロールすることはできません。
95000 はコントロールチェンジ (CC) とプログラムチェンジ
(PC) メッセージに常に応答します。 95000 自体は PCおよ
びCCメッセージは送信せず、受信のみ可能です。

MIDI マスターとスレーブの両方のデバイスが同じチャンネル
に設定されている場合、95000 はMIDI コントロールチェン
ジ (CC) とプログラムチェンジ (PC) メッセージにのみ反応し
ます。 95000 のMIDI チャンネルの設定方法は以下のとおり
です：

MIDI CC メッセージは、主にトラックボリュームフェーダー、
パンノブ、TEMPOスライダーなどの連続可変するコントロー
ルを変更するために使用されます。 また、ボタンを押したり、
VALUEノブ (PCメッセージには紐付けされていません ) を
コントロールしたり、ループナンバーを選んだりすることも
できます。 次のページの表は、MIDI CC で制御されているす
べての機能と、関連するCCナンバーのリストです。

MIDI CC3 では、、95000 のすべてのボタンを「押す」
ことが可能で、VALUEノブのアップ /ダウンとボタン
プッシュ操作もできます。ボタン操作のコマンドを送信
するには、次のページの表のとおりCC3データフィール
ド値を使用します。

ループナンバーを直接選択するには、MIDI CC115 のデー
タ範囲を使用します。 0～99までのCC番号の範囲は、
95000 のループナンバーとダイレクトに一致します。

MIDI PC メッセージを使用して、microSDHCカード上の
100個のループのいずれかを直接選択するか、または
VALUEノブのプッシュ /クリックトグル機能を除き、
95000 のトップパネル上の任意のボタンを押す操作が可能で
す。 さらに、6つのモノラルトラックとミックスダウントラッ
クのそれぞれを個別にミュートまたはミュート解除すること
ができます。 参考までに P.37 のMIDI プログラムチェンジ
(PC) メッセージのリストを参照してください。

いずれかの EXT. CLOCKモードに設定すると、95000 は受
信したすべてのMIDI メッセージをMIDI OUT コネクタにリ
レーするので、MIDI OUT コネクタはMIDI THRUコネクタ
としても機能します。

注意：内部Clock シンクモードに設定すると、95000 は
MIDI メッセージをリレーしません。

外部MIDI 機器を使用して、PCまたはCCメッセージでルー
プを変更してロードすることができます。

1. 楽器、もしくはマイクを INPUTジャックの L/Rどちらか
一方に接続し、楽器の出力レベルが最大の状態で入力した
際にCLIP LEDがかろうじて点灯する程度のインプットレ
ベルになるよう INPUTノブを使用して調整してください。

2. ディスプレイの左の 2桁は、MIDI チャンネル設定を表しま
す。 MIDI チャンネル設定の右にある小数点が点灯している
ことを確認します。 表示されていない場合は、VALUEつま
みを 1回押して離します。

3. MONITOR OUTジャックとアンプ、もしくはミキサーの
インプットに接続します。HEADPHONE LVL ノブは約
50％程度の位置まで上げます。

4. 付属のACアダプターをコンセントに接続し、アダプター
のアウトプットプラグを 95000のリアパネルにある
Power ジャックに接続します。
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MIDI CC テーブル 
 

 
 

 
ご注意ください： 

 

下記左側の表は、各CC＃の 95000 コントロールチェンジナンバー (CC＃)、各 CC＃が使用するデータ範囲、および各CC＃に
割り当てられたパラメーターを示しています。 右側の表には、CC3で使用可能なすべてのボタン・プレスとそれに関連するデー
タ値をリストしています。

●　各ボタンのプッシュメッセージの間は少なくとも 300mSが空ける必要があります。
●　CCメッセージを受信した後でフェーダーまたはノブを動かすと、CCメッセージ情報が最後のフェーダーまたはノブの動
作情報で上書きされます。
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MIDIプログラムチェンジ(PC)メッセージ  

 
PC # Function 
0 Select Loop 00 
1 Select Loop 01 
…  
99 Select Loop 99 
100  TRACK FSW Press 
101  UNDO FSW Press 
102  RECORD FSW Press 
103  PLAY/STOP FSW Press 
104  LOOP DOWN FSW Press 
105  LOOP UP FSW Press 
106  NEW LOOP Button Press 
107 REVERSE Button Press 
108 OCT Button Press 
109  TAP Button Press 
110  TRACK 1 Button Press 
111  TRACK 2 Button Press 
112  TRACK 3 Button Press 
113  TRACK 4 Button Press 
114  TRACK 5 Button Press 
115  TRACK 6 Button Press 
116  MIXDOWN Button Press 
117  PUNCH Button Press 
118  QUANTIZE Button Press 
119  PAGE Button Press 
120  Mute/Unmute Track 1 * 
121  Mute/Unmute Track 2 * 
122  Mute/Unmute Track 3 * 
123  Mute/Unmute Track 4 * 
124  Mute/Unmute Track 5 * 
125  Mute/Unmute Track 6 * 
126  Mute/Unmute MIXDOWN * 
127 EXT. CLOCK Button Press  

 

 
 

95000 は PCメッセージに応答して、ループの直接選択、ボタンプッシュ、すべてのトラックのミュート /ミュート解除動作
を行います。

シングルチャンネルのミュート /ミュート解除は、次のように動作します。コマンドを受信したときのチャンネルのレベルが
0より大きい場合にチャンネルはミュートされます。 コマンドが受信されたときにチャンネルのレベルが 0の場合は、最後に
受信したメッセージに応じて、レベルは 95000 の現在のトラックフェーダーのポジションまたは最後のCCメッセージ
(20-26) のレベルに設定されます。

*
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ブロックダイアグラム  
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工場出荷時のドラムループ 

Loop 
Number Description BPM 

1 4/4 Stick Metronome 100 

2 4/4 Kick Drum 100 

3 4/4 Electro Kick 100 

4 Funky Beat 100 

5 Rock Beat 100 

6 Heavy Drums 120 

7 Rock Beat 2 100 

8 Tom Rock Beat 100 

9 Funky Beat 2 110 

10 Boots & Cats 100 

11 90s Hip Hop 100 

12 Slow Jam 72 

13 Funk 3 80 

14 DRM32 108 

15 CR78 100 

16 Jazz Drums 140 

17 Country 112 

18 Bossa Nova 120 

19 3/4 Stick Metronome 120 

20 6/8 Rhythm 200 
 

 
 
 

Loops 5, 13 and 16 courtesy of studio drummer Hans Eijkenaar, http://www.drumloopshd.com.

 

95000に付属のmicroSDHCカードには、ループ制作に役立つ20のファクトリードラムループが含まれています。 ファクトリー
ドラムはループ 1～ 20のミックスダウントラックにあります。 これらのループのいずれかを消去すると、その特定のループナ
ンバーのファクトリードラムも消去されます。 ループの一部または全部について工場出荷時のドラムを復元したい場合は、
95000 の製品ページ (www.ehx.com) からダウンロードできます。
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